
経営

経済

3 7

4

山村経済機構の研究⑴

(埼玉縣 入 間郡東番野村の実態)

昭和 31 年: 3 月

農林省林業試験場経 営 部



山村経済様ﾡの研宛(I)
(埼王界入同那赤吾野村の実ﾡ)

「ﾡ 行 誤 王

ロ引次 6 〜月別風句 ....... 4 w月別取日 ------- 8 i

/8 自作.小作地別〜 自作地、小作地別 〜

/ 7 お業 面川林素

3 4 こ点 ～ こ らの点

3 ～ﾡﾡ

・ 4〜/2日 4～○月

// 2 百姓一お 百だ-接 ・

ノ 3 倉 寺ち 感持ち

/2 2 中 峰

8
/S.6,7 
/3./58 経更正 〜〜 a済更 生 〜

2o ・ 戻ヌ. 阿も ・ 長沢

32 2 オ/次大戦淸知へ オノ次太ﾡ諾初〜

3 9 ※「才の 高急 〜 ※「山村 ○ﾡ会 ～

o & ～ 全済更正 ～ ～ そ清臣生 ～

? け 「林野利用は況部査で 〜 「林野用状児顔去」で〜|

% ～ 分担の ～ ～ 分担 の ～

" /2 ﾡするが、てはﾡ法するこL
こしマ、 こ>ては～

解するか こて,は〜

38 /2 ある, 後に祥かにするが、 

二れら〜

ある。これら 〜

/ / 大こいことではない ～ 大もいものてはない～

^
/3 ﾡ労者は名でﾡるよらに, 

ﾡ次～

質労ﾡはﾡ次 ～

行 誤 正

/ 給 卵

s ～より伝いて2 ル、 ～ よりらお本六香合業の 
それが基しいこ ¥〜

2 ～よる、部ち ■-• 〜よる、部ち～

» ノ ～»ﾡね、5田景表 〜み極系田ﾡ宏～

ータ 計 A ;小| ss 計 A 34^ 1 55

i so ～ 佐事有とみる。 ～を事者にしかスない

i ・ /8 ﾡ王の専糸奈別 造主を專景京别

so
1

〃 |5.0烈 | 7の&I
I 6.9 I /0.。 I

!$,0ス |7○愛 ;
・ へ&.? 1 〜/o,。 1

s4 /7 「～径営状況調 ・ 「～経営元調

59 o 「経営状况調」 「経宮波況部」

• &/ s ヒしz気力 へ ヒ して質労に 〜

42 // (主ヒして伐木送材. (主として伐木造)

&4 // になつでおるだろうか。 になつマ u るだろうが。

25 2 表林の現児 森ホのﾡﾡ

47 ク

ク2 : 5

ﾡち ～

三
 

～•

纂
 

2

本
対
号

73 / ことをﾡめた ～ こヒによ りﾡのられた 〜

7s s あたらせたか あたっちか"

ラ9 メ 占めマ いる。即ち本才 占めており、本才

・ オ23表 オ29表

夕2 2 このここは安はする本村民 このこては本ﾡほ

84 / へ折,百方数也火に自小束别 へが有ア数並がに含小



: a 族 -

os i /7 ; ～2o 町ﾡが牧 て も 送る 
ように プロ レタリ アヒ 〜

| 〜2o ﾡ が フ°H レタ リ |
: ア化 ～

・z ： /3 , 野有に46西～ 林ず有は4と町～

88 o
; ﾡ京労の化して ヽ 筋内労け着化レて

ョ , 〜並効へﾡ労 ; ～郊へみﾡ労

以上を大山休 i 以上を夫々小・ 大山ﾡ

夕/ / ニっの 二考辺 ～ 逆の二特辺 ～

夕 ヘム株及 至寒ﾡﾡ番 |小至尽ﾡ山ﾡ有階ﾡ I

5 などのためである. なとてある。

// 木材集翌 木林茶型

5 木才に ～ 本ホに 〜

a 手あ勿 毛或物

タク 5 オ・セのへ オ・セ氏の ～

oo / 彼ほC一枯して 似ほピにあらためて

ノ 5 の状派をォ 3/表に の状ねをオ32表に

夕 そ呂山ﾡの進か"特セ そ呂山等への並出にﾡ色 :

// ・野の進出 ﾡへの進出

-/o4- -/o/-

モ多山 そ堅山所

i /& 西ﾡ村 河神村

2 I & てが急対 凡L て が他オに

/ク小
/5 ; 大さい のにホ長 ～ 大さいのは 村長 ～

/e8 ; /3 ﾡ株レ ﾡ付レ

0? / 儀の題名) オ3 /次特山 セ木先上介訳 i

［更”…

: /e9 い
1利用状况も

村用状況も

1 /// |2
' ～ よ は へよれは"

2 3 ; ～情ﾡ . ヘ ノ第況

• ハ
|・/4 |～戻正〜 〜ﾡ生 -•

i
"'お 5 ・
1

//8 |。 東索都』3 |ol, 1 1 央え都!3l/sl/l3ョ7!I

i 〃タ 〜にﾡてもこの〜 〜にﾡて大さく日めるのもこの〜

' /3 そg山が多いが、ﾡ野だけ そ山の9に子ui. 君野のヌ

i /4 似しマいる現ﾡであるか か才2位であり. 違出玉位
। 同じであるが
। /22 5 木村には会社有 ～ 本村は会社有 ～

|/22 /8 「ﾡき野表みﾡ合の名展」 「ﾡき野赤林組らの発展は)」

ノ22 /『 へ昭和3○年 ) へ 昭名3/ 手 )

' 2夕 4 山林を 有す る 山かをのスﾡ有する

1 ・ 方 というが、/ 昨年 ヒいう. しかし、/昨F i

・ ～た. しかし 昨ﾡ〜 ～た ・ ﾡが昨手〜

レ？/ a 2～3 割の 山主 コ〜3a方山主

/ラ2 7 〜向な卜規ﾡ へ的を中小規橋

/汚 s へ で"る へ である。

/ョワ 裂加率も独占的 暴材ﾡはﾡ占的

/アタ 、資本の系語を 〜 ～資本に 上る支立の系端を〜|

/ク 地にへ 市町林に ～

/o s 受正 ﾡ 生

•! /2 寄附する ホに工場を下する

/42 /o (2o%) (22)



村寸経済様ﾡの 研汗突(I)

(芳王県入向郡素き野村の実ﾡ)

< 目 次»

ごの 一、 一 般 的 叙 説

二 •0自然的條件 ................................. I

1 , 依登.ﾡ績 . 、................................ I

2 、 地勢. 地形 地 位 ............... .I

3 .気 象 .................... . .... ・ 3

二. 村の社会的係件 ............................... 9

1、 行政的 浮華 ...................   9

2、 女化的ﾡﾡ ...     12

3. 会的性ﾡ .....   15

二、 が経済的ﾡ態 ..................................... 2l

1. 経 斉的 ﾡﾡ .................. .... 2!

2、 経済の基礎向係件 ....................  23

() 人ロ ア数   23

(2) 上地利用 ...................... .............一. 32

(3) 産 茶 ... ........ ... ...  ........ 3 4

3,農 衆 .......................................... 47

(1) ﾡ家ア数 ........................................... 47

(2) 番営規ﾡ .............  43

(3) 自小作引ﾡﾡ .................  52

(d) ﾡ地の伊動 ........................................... 55

(S) 作物生え ....................................... 56

(6) 殺ようた東米 .. ............... 58

上



ごの二・ 林業構造

→ 本林の 原 況 ................................   65

三、 山」林所有のﾡ造 ............................  7 3

1 ﾡ ﾡ ................. 7 3

つ 7E

3. 名、 有 赤 ................... ..........  76

(1) 社 寺 有 ホ .. . ........ ・ . . .................. 76

(2) 個人有株 ................. ....... p 1

(3) 本村林所有若の他村所有 ...... ..............   100

(4) 共 有 ........................... ........................ 105

(5) 信 地 林 ........... ..... 1 1 1

4. 不左#者の本村土光有 .........

・・・・・ ・・・-・ III

. .................... II8

ら 本休ﾡ合の おﾡ .................... ..................... 122

三、 木 材 素 ... .. ..... ........  1 24

1 於 木 兼 ......................I 、

つ、 未 材 茶 .....................

・・...... ・・ ・・・ I

26

3. 製材条 .............. .. ,34

あとかき

<回表 国 次>

..・表・・・

オI 表 昭初27年名界六気み花込 ..............................・…… 5
・ 2 ・ 昭ﾡ//〜/5年名累林録高・ﾡ低.千均気量 ........................ 6

・ 3 ・ 啊沿一/へ 的加/夕 年名 東村月別 平•均降水超 ....................... 6
・ a ・ ﾡ初27ﾡ名果村月別風向 ......................................... 4
・ 5 ・ 暇 加 23 ヘ 27 年 東舌野村述びに全国死亡核. 死亡率 ............. I5

・ 6 ・ 東吾野村毋おける 神社,寺院 ......................................  20
・ 7 ・ 東苦野村地目砂土比面領 ......................................・33

・ e ・ 京ﾡ野村産業別泊故及び人ロ .......................................... 35
・ 9 ・ 東吾野対主要産業别 生産価格 ......   4l
・ 1O・ 東吾野材主要屋物別生産価裕(昭扣/つ 年) .................... 43
・ I ・ 東吾野おに おける志春•と 用武 ....................................... 44
・ 12・ ﾡ家テ数獣合 ............................................................48
・ I3・ 任営規想别礎家a教友5人口 至びに規来住事者故..............  49

・ 殺末働手度 .............................................  51

・I5・ 経ﾡﾡ別自小作ﾡ表数 .......................... •............... 52
・ 16 ・ 自 但, 小-承敏 上名 面 積 ............................................  54

・I7・ 自小作別ﾡ家泊数割合の甚号 ...............・..............   55

• 18" 農産物作付面積並ひ に 生差量 ........................................ 57
・I9・ 霜 兼業別 限家 数 .......................................................  59
・ 2o ・ 家細長択の兼業 ........................................................ 63
・ 2l・ 孫林の梅颊别面練 ....................................................  65
・ 22 ・ 樹ﾡ 别 音 ﾡ ...................................................  66

・ 23・ 普画林令ﾡ別ﾡﾡ及び吉ﾡ ........................................... 67
・ 24- 造林面ﾡ ................................. •........................ 69
・ 25・ ﾡ左地引ﾡ野所有形艦 ............................................... 72
・ 26 ・ 二盖有・ 林面...... .............................................  77

・ 27 ・ 全国及* 東吾野村杜寺有割合 .........................................  77
・ 26・ K 寺責任-- 山林面殺& び 範菜 ................................  60
・ 29 ・ 加有規模別村民林野面族 正优に 所有者核 ........................... 82
・ 30- ホ野月ﾡﾡ引ﾡ地併有面ﾡ、ﾡ有ﾡ数並書に自小作 ............ e4
.ろl. 林野ﾡ有規ﾡ別ホ桜ﾡ税が成 ....................................... 86



オこ2テ 本村出林方有有の他市町ﾡへの進 ............  10 I

・ 33・ 村内山林有規ﾡよりみたﾡ外山ﾡ有規ﾡのﾡ数 .......... 103

・ 34- 夫有林の夫有右数別件核,面横 ........ .. IC5

・ 35 共有林ﾡﾡの実係, 形式别 .. ............ Io6

' 36 ・ /5人持山立ホ売上分認 ........ I09

・ 37-- 不左村山ﾡﾡ有者出身町ﾡ列有状兄 lie

,38・ 大印不在 村山旅圻為若の面彼 眩 条 ..................... 120

・ 39. 条材業きR引登並uに 主受取引 先 12 7

・ 40・ 条き野祭校工場のﾡえ ... lz4

... 図...

ォ 1 画 東吾野対年令別,住别人口構成 ........................... 24

・ 2 ・ 索き野よス猛令別.性別人ロﾡ成 26

・ 3 ・ 匏含野料 人口,方数動粽 …… ....   3O

・ 4 ・ 大正未へ太干洋戦争日本経浩支ﾡﾡ画 3a

・5・輸 .・ ....... . 70
・ 6 ・ 山林有ﾡ骨にみた得依ﾡX .. . 9o

・7・ ﾡ足収入のいス I26

・ 6 ・ 東吾野木なの流盛過程 ....... 142

・ S» 木 抹屈 格才成ﾡ合 ........ I44

…附 表・・・

ャ1 表 明沿42 ～昭犯24举ひ%タ～6ル)東吾野表人口. 戶政表 ........ 147

・.・附 回...

ャ I 図 大正/4～昭初/7年東舌野村主昇生を物生を価ﾡ造数

並がに 家京市市主ﾡ商品御走ﾡﾡ造数のうこミ、 I48

...地 G...

東舌野村略回 .......... ,...... 巻. 折込

東吾野麻林樹施别. 加均別暗回 ................... • ,

翌ﾡﾡ市



至吾野村

東舌野村計昭図

コウクブツ

、A coo

太 

到低ﾡ市

向出\
A223 \



東ﾡ野森樹ﾡ別. 片有ﾡ昭図

無地 針ﾡﾡ林



その一

一 村キの目然 的 系件

•' 1位置面ﾡ ,

東吾野村は埼王県入間郡み 昭々面部2位し, 面に舌野村、 

南にﾡ市場村、南崇に飯能市、 東rﾡ震村、 北東にモき山 

町T, に梅園林によって夫々囲まれている。 ず鉄道 地袋 

線で 東京の 池然駅よ り 約/ 時問 /0分, 48K..で五 川 井

業地の 門白 であり 分村に まっわる 問ﾡで その名をなめた飯 

ﾡ2っく. そこょ り会鉄道ﾡ野線に集換えて約/○分8cx 

で 東番野に着 く。 才役場ﾡ左地 をもって 凡その こ の 村。 位 

ﾡを示すY・ 京経/3タ°/s", 北ﾡ35°ケ4'である.

面横は崇ﾡに長く約75Kス. 南ヒに短く約45K%. で

そ /夕76 K22 ( 台帳ﾡﾡ /o/8 Kw2) の小こな山村であ 

る.

2.地努 地形地告

こ の 地常はガ大な関東平野が株父山示にﾡっく 最初めみﾡ



-2-

帯で あ る。 東ﾡ能から 電車で ものの23分もたたない 
・ g , . ハ・

うちに既にスギ, ヒノキの民有林の中に入る。こうしてﾡ 

勇まてっづくのであるが, 本村のﾡはそれらの一部かて 

あって, 今は昔売川の下流ﾡ田川が、 白時べの直愛な交 

通整として栄えたころ との上流が支れて入間川, 更に高 

ﾡ川とほり 名だたるものであった。 丁ﾡこのﾡ流高雇 

が樹を/分2のほとに分断,東田に貫流し, 要にこから 

ス3の大字の埼界をほしているた歩堀, 長天ﾡなどて※流 

がに分れて いろ。 ﾡ時よりこれらの高ﾡ本流々支流に 

ﾡ う て果 ﾡその他の道 が発圭 し 現左 に至っている. 海城高 

はは大字千月の市街地の低地常で /2om. 大字浜沢へ徳部 

落の山地帯の最も高いYころて与8のn の間である. 高い 

ニラ ぶッ
山 はない が, ﾡ振峠 今20 ?, その石手のﾡ上566.5 

权. が主 なものである.

地形はﾡね線斜(2○友未ﾡ)ス至ﾡ斜(35底未ﾡ) の山 

地であ ッ , 催かに農 耕意地 は 高麗 川にﾡうて m かれで おり, 

※間, 山平部も多少ﾡ封が点左する。 しかし "A 

才" の名の 示は如、村面ﾡの85%は山林で占 め ら て い る.

-3-
地ﾡは株公 白 生宿 口ﾡし 土座 は砂妹土 又 はﾡ壊土 で あ 

る. -

地勢が傾斜し てﾡ水の 良いここ ろが多 く, か ・ る土地は 

非 常 に 植物 の生育に直している。 この点からみても、 ここ 

○光ﾡに対してスギ, ヒノキ が適 していることがﾡられ 

る。

3,気 家

この おた おけるﾡめ2 概に昭なコcれ までの周水宮をスる 

と, E月治43年(/G/○) 8月 初旬の 表で は,高 

ﾡ ハの水位は あがった が幸 い ﾡ道に まで は至らな かっ た が, 

山ﾡれがあった。 隣村の舌野では生き埋めがあり, 1っ 

へだてた名果では名興 川返 で交通社絶, 巨死者 も多安出 

た。 しかし本村においては幸いﾡ宮はなかった。 その点, 

昭和1 ノノ年(/93く)2・26事件当日の大雪で枝が 倒 

ﾡ木が多救でて山林の被害を 見た。 昭紀 ノ7年にも大 

水があり東番野, 旭両橋が央潰し, スの未部落ではﾡﾡが
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土砂の ために 石タ壊さ れ た ・ 昭紀 22年 (/47 )7月/S 

日のお金の最中 赤水 があった が, 被き はほYんYほかっ

だ。

二 の村に気界観週を 行っているこころがなく, 且っ 森林 

組合集の村ﾡ紹介にも。 僅か子ﾡ気温/3.8°, 年水ﾡ 

/75○", 降雪年4〜与回, その量最高約3octとし

かない。

ﾡについZはは) 才研森林地区の業き画によれば, 常風 

はﾡ季は南索減, 冬季はヒﾡからの季節夏る主として いる 

のみで, 詳しく分らない。 しかもこの測定方法は 加上 白を

・
ものなのて) ご径実際と一致しているかはからない. ¥ 

れで, 本村の気象と殆んビ同-地位条件にある名乗村お 

ける区 今頼 測所の 数値 をも ってこれ一かえるこて にする. 

なお 名票村の 方が本村 より高地にあるﾡ係もあって, 受 

温はﾡ均 /～2°低目であり, 猿雪 ついては /〜2cn 

多い。昭犯27年に おける 気条擬えを示 どば 1表のとお

で・ある。 この年の歳低気温が/2月末になっており, ま 

た最高月 ﾡ水量が 402.3の よ ゥ な大芝な 数店で、 降水

- 5-
も 6月になって おるこYは、例年の こそではなく て 27

I
年の特興性な示すものと しマ 見らたい。

第表 昭27年%果村気象ﾡ況

ﾡ気温 34.5°c (8月), 景ほ景退

I

-8.o°c(/2月27ヨ

平片気温 /34° c

最高月ﾡ水量 402.3°t(6 月J, 伝月水 置 /8. 7みt(/2月) j

• ・

平均月ﾡ水量

初 懸 //月2日, 初 ・ ノ2月み日
:

除 雨 期 4～ /C日, 乾燥期
i

//月〜3月 :

____  ____ i

(ﾡ谷じ紀ﾡ・ 名果村役場委ﾡﾡ測)

ゲ レ 白 い が, 昭オ ノ/ 〜 /5年(<9ご&～ / 42 ) 5

ヶ年回の平均会最を示とはャ2表のﾡりで ある.

また昭ﾡ27年並びに萌ﾡ4/ ～昭和/9年(/908～

/ タ44 ) における 月酎 平均 降水量を 示セは才3表のﾡく

なる。
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第2表 昭和//～ /5年名票村
・**** - ..... ・ ・*++****ロ++一-----"・・・**・〜・+*一+〜・・〜〜〜・→......*...*........〜*.〜〜〜..........〜......←***・・*・*****....... ........

千均ﾡ温 -
/ 2 3 夕 S

ﾡﾡ 手均坂混 8e 89 /29 /a4 22. 7

最 仮 千 気 温 -6.o -45 -Q' 6 ラ8

最高最伝合き計平均気温 22 乙. 4 /イ 5 c2

許: 最高平均気過とは, その日に おける 数 高疣温を 月 毎に 

ﾡ平均した ものてある。 ﾡ低平均ﾡﾡる こにﾡずる.

最高. 最伝, 平均点混

(中央気象台庭 宗気敷 課,名果村役場委ﾡ観測)

6 7 8 ヲ /o // ノマ 平均

252 3o 2 32o 249 2t3 &7 // 6 /9 5

/44: j
2oo 2o./ /6.s /。 5 4o - 4 73

2S. / 2S/ 21ヲ $夕 /o.4 4. 6 ノ34

ﾡ3表 明治ん/年～昭/年

月
.....

年別降水量、"".
...

/ 2 3 5

...... 1

6

/952 年

平均酔水量 654 s6,/ /22.0 2079 22.3

/9o-/タ4年 

工 持 除 水 堅 3o7 s7/• a29 /479 ノ55

村月 別平ﾡ水量

7 ヲ /o ノノ ノマ

—

年隊水髪
平 均 

ﾡ水重

2o3 2/6.7 /®.7 /2夕7 82.2 /8,7 /77,P パS7

25タ2 35くち 32o/ 2,7/ 22$ 36/ おタ/ク /474

( 今 前)
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風についマの 昭ﾡ 2 7 年の 数値 を示す.
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第4表 昭27年名界村戸別風向

月 

及辞ﾡ日
/ ■ 2 3 5 6 2 e // /マ

長多】向 / E E E E N E E

ﾡポ日 /2 // /8 2 /3 /o

(今 第)

以上 で 東吾野村のﾡﾡの ﾡ条数値を示 し たが. 気温につ 

い て い え、名 栗が の方がﾡ捨的にみて ﾡ々大 陸性で あ り. 

ﾡ水重県内として は極めマ い地方で スの適地であ

ろこ乙 が、かる。

一. 村のデ会ﾡ条件

I 行政的沿単 .

村の 大字井上 に今も な お鎌倉 の名を冠 し z いる 橋が あ る

ころから 見ても, 現在村を ﾡ画 する 川越検父 道はその苦 

ﾡ急時代に信ﾡ-上野- ボ歳 ( 埼王県ツ王 一鉄欠 一 正一. 

番野一高雇 ーハ越) 一相横 (銭倉) o 通ﾡにな ってい たに 

¥が、 吉文者、 古走によって、わていス。 従っマこの地 

方のﾡ拓は, 現左までの資料にﾡするﾡり、 桑ﾡ朝が征ﾡ 

大ﾡ軍になつた /2 せ紀微ﾡに総まったのではほいかと思 

わろ。 頼ﾡ政権担きのこっ比企、入同、 ﾡﾡの3郡は比

よしかず _

企能員.の 領地 であった。 すぐる昔は ﾡﾡ」とい?でおり、 

- き那ﾡ生御」YいうﾡがでてくるYころから見るY、現 

左の越生町、ﾡ画村附まる 合主ん2 い た 時があった ら し 

い。また「番飛」には上下があり、 ﾡ那上が現在の番野 

村 ﾡ那下が東吾野村こみて差支えない。当時における下 

ﾡﾡは現在の本村平白、虎今、 上、浜天である。天正7

年 (ノ=クク) 手の山□氏は 現在 の 本 本の うちの白子
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2おい2ス○の地を領していた。 徳ハ4べﾡ軍の 文・ /6 

&/～72) のはじめより、 この地うは天領( 春府 の直轄地) 

とし2官のヌ 配名 &けマおり, ﾡ の 検夫ロ ( 白 時べ u 

おける土地調査)は会?年 (/668) 5月坪井治右ﾡ門に 

より実徒こた. このころ 現柱 の大字井上は下井上対と上 -

ひがレ しも だ
井上対に分れるお/、 東・ ﾡ組・ 福・ 下平組, 中争 

担. 久の本組の、 丁度現在 の 同名 の部落と全く同じく 6区 

分されマいた。 下井上は点ﾡ、 面組の中で入狙んでお 

り. 通土記rに よろと「下 チ上は上井上ﾡま れ2 いる」と

/

あろ。 東ﾡの有力者が朱った時ﾡ区であるらしい。 送の後

元ﾡ(/688-7◇3) I2入り、 このおは従末の入向郡か 

ら高鹿郡 になった。 専保/ワ年(/732)に現ﾡの村をﾡ 

いらっ こ し

炭する白 子 ・ 千白、 ﾡ か、 上井上. 下井上、 長沢はﾡ 代 大 

名買田ﾡ邦(初べ) の領となり、 ﾡ末まで続、 深谷の 

く の 問村に 今民の障震ができ、 用 役片 の支配下におかれた。 

ﾡ羽 (/764一7/) のころから約2○年ほご自 然的条 

件 (天及、地興. ﾡれ維尽 と)の尽化YYもに. 悪疫 が流行 

し この上当 時徳 ﾡ府 の 側 用人 田ﾡﾡ次の ﾡ政が加わ り、 

佳民は 塗炭 の苦しみを味あわされた. 凄応2 年(/866) 

ェ月, 大ﾡに打ﾡし、全国に石姓ﾡがﾡんに起ったが、

二の方 おい2 もﾡ倉地帯で ある飯能の倉持ちにﾡ村吾 

野や名栗の村戻と共に、 にのおの一部のﾡ戻も打安しにか 

わった。

・治2年 c/ s-6 タ ) ﾡ糖奉 長そ共に悪 田領から解放さ れ 

てス留里着Yなり. 同4年久留里果、 次いで入向飛Yなリ、 

同6年熊谷果. 同19年埼王県. 同/3年入向ﾡ郡ﾡ授ﾡ々 

ﾡ高羅ﾡ、 同/7年ﾡ奈ﾡ合Yなり 明ﾡ2/年4月市制 

町村制公布Y夫に翌年4月より東吾野林が生れた。ﾡ代村 

長 は大身長沢の 田島今助氏であ り、 同29年入 商郡に命入 

さ れて 現在に 及んでいろ。 現左ﾡ= の べた まっに 5部きか 

らなり. 高馬林にﾡも汝い大字台うはこの本の ﾡ倉地帯で 

あるが、 下台子 上白す部落よりな"、 大字平白は駅、中 

学校. 病院なと公共きがあっマ、 これも下▼白、 上辛白 

の2部落より、 大ﾡﾡ奈は一部か市街地を形成し、 面川城 

0崇吾 野本 としてはﾡﾡは当台 地壇のが最も 爆るいス こい

い ちば しんてん ま の

われ、 市場、 中ﾡ. 新田、間野の4部きよりなる。 大字井
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上は灯の 央部にﾡしで役場, ﾡ物をごの 行政ﾡﾡがあ り、 

東編. 西組. ﾡ組、 下寺・ 中奉. 久の本の 6部落より なっ 

zいる。 また忌も山向部にあり, ﾡ野村へろ方がい大 

土 び ふ ロ お_てっ _
字長沢たあっては、 下長沢、 頼尾. ハ宿、 風に影、西寺 の E 

部落より な, 総て 村は 5大字 /9部落よ り構成さるい

る。

2.文 化 的沿 革

現ﾡの人ﾡ. ﾡ影、 ﾡ寺の山間部には早く へが住んでい 

たらしく. 隣ぶﾡ野村ではある が発ん ビハﾡ部 落境に 力 る 

国室高 山 不勤専で 有名な高山 ( 6/s. 8m)は 約 /, 20o 年 

前に産立 ミ た どいわれる由ある古ﾡであり、 この地お 

の文化ﾡ祥地Yしで有名である。 かゝる点よりスマ. また 

当時は自給自足型の いわゆる ﾡ的経済で あったから、 交 

通の ﾡ索な ﾡ欠 然倉 の くにあって畑を さ た りなY 

するより安会であり 小中勤ﾡかすく精ﾡ求、食用の便 

に株 ら る 楽土 として山 向部か らこの 村の 文化か生 た

ら しい。
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士記 によろ乙 ﾡ倉は 旧のころ 要た通昭で あ り、 下

平、 久スの本のうは土人のス里ろにあろ

な お ﾡﾡにそうマ 流れ る ﾡ震 川はは元ﾡ時代から 木校ﾡ出

昭ビ して即ちﾡ流し によって大正初めまで大いに透用さ 

た。今は流送は全く ヒ絶え、 して陸送によっていろ。

大正ノ○(/92/ ) 碑村吾 野村に発竜ﾡが談ナ ら 

ち 月に電化が一元完了 し, オ2次工事の今ﾡ 両ﾡ, ﾡ 

景、 南「寺に, 昭ノ年(/タ4)ハ徳に電気が送ら 

た. 余談であるが、 当時電燈をうちわるﾡピうとしたきも 

つのにﾡっマ いる

昭和4年 (/ヲ2タ に 至野線のﾡ通を み マ今日にいた 

つ2いろ。 自軍 車も 大正に入 っそからこのﾡ2おいてもﾡ 

行し, ヌ ﾡ発行場も ☆ くにある 関係 から 飛行桜も ニ の 頃 

から時々みるこYがでた。 昭ﾡ2入り、ラジオ が漸く 普 

及してさた.

現権 交通ﾡﾡしては、 団 試鉄ﾡ電車 共に唯-の 梨造 

に会 社の バズ が日 にﾡﾡ -- 君野を3 在瘦 しマいる。 バス 

は電庫不通の Tなとの時的なY 3 ソト は 余り条窓はない
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が、会社の 二の 地方 の交品ﾡ券に対する独占工にス少 れ 

る。 ホ にはいま 交画の 〒 台 として自ﾡ車/ 三 輪 オー N バ 

ィ2. ォートベイ ム, 自転車436, 荷台車8みがある。 

ﾡﾡは鉄査 タ / 2o . 界道み/86t, 才ﾡ//5, 6?4 

である。 電ﾡ○南 設は 票 客 野ﾡ管内 はは昭ﾡ24 〒4月に 

25ロ, る野ﾡﾡ内は型年 /○月 5□がなさた。

小京 は 市場 と周影 夫々 ノ ﾡ っっ あり・ 中 港校は学校 

数育法に より, 昭知2年4 月に駅前の 上平Aにたて 朮 

e. '

この 午知で有名ほが立の 画民ﾡ京保ﾡ包合の ﾡﾡが 

ﾡた23年より用ﾡ=た。 今ﾡﾡの調べによろこの村の 

死亡考数 及でﾡ亡 率はオ5表の重りである. =によるそ 

当 の ﾡ亡ﾡは全ﾡの そに比しﾡ和7年を除いて、 高

ノっ 2 いろ。
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ャ5表 昭和23〜27年東吾野村uに全国交亡数、死こﾡ

(全ﾡ死亡ﾡは「朝日銘」/54年ﾡによろ)

村、ロ ラ
\死こ率 
年

東番野村 全 ロ

人ロ ﾡ亡数 ﾡ亡卒 えこ年

昭ﾡ23 年 ス 828 4o
(人ヒ/oo0く対)

/6.4 "
(Aa/oooく対)

//. ?

・ 24 , 83o 24 8.4 // 6

・25 ・ 2,83/ 34 /2. o /o9

・ス6 ・ 2, 793 2夕 /。 3 /oo

・27, 2, 79o 22 7 8 8. プ

3 .社会的 性 ﾡ

戦国争亂夜大名の 領地え攻 によっマ多く ② 赤臣かﾡ人 と 

なっ たが, これらの着の中で村に土着帰費した者は家ﾡ, 

身み等た よっで 考力 を得, 彼の 3系ははﾡ末に 至 る まで ご

の オの 上部支配 階ﾡ を 占めマいたのではないかに云わで
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いる。 彼らはかく2家あ, 身分なとによって決定ずけられた 

地う支面のﾡに坐り, 名主 ﾡ頭ヒづった。 白くからこの 

地方 住しているﾡ民は、 二> に会くその座をうばわた

oて ある が、二 の ﾡ絶さ れ た 差 副を 天明 (/クタ/〜 8 ) 

のころ、 経済的考力 を ﾡ後に も つ た小林ﾡへ反が打破せんと 

しる立った。 また 弘化2年 (/845) にﾡﾡﾡ等の 行に 

よッっさ
も封ﾡ的な理由によリ 仲の間 とか 客付こかのﾡﾡ方が 

あって, 上ﾡ者はたえず慮圧的産を示していた。 ごな 

峡 レ と しなかっ ち ハ小林松五部氏はﾡﾡ寺 擅中、 中の7ﾡ中を 

担手ピり 許訟を 起した。 こぬらのこYは 支記ﾡﾡ に 対す る 

敷戻の レ ジスタ ンス と見るこYがてヨ えよう。

この村にはか> る民主 的な 人士 そ いたが、町T村制発布 前 

は ノ,スの 例外を 除いて 寒村の 姿から逃れる べくも なか つ 

た。ﾡべの の 上部支 配7 昼である 村長 ペ有志は常に 村を 

俊し中ﾡの対政をてつて束た。 こ L故方人 は機知て ﾡ党む 

ﾡﾡ年月が長く っづいた。

ニ>いゝこくはしかし 報ﾡ的思ﾡ なうえっけ, 真面目に 

さ、 与えらルたものを当りﾡたく 守る込傾向て、
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即ちﾡ取性がなと、ﾡ大再生産的な主のは凡てのﾡにお

乙 のそめな かつ た。才/ 次せ京大 鼓後 の経清恐に は ・ ヨ

の木 茶. 物夫な初め ¥する 合達素の 経ﾡ的事肩が督 

ﾡに悪化した。 昭和4年 (/タ29) ﾡ野線ﾡ長工事は村 

ﾡ政をカンフル的にではあるが、 村内用地分ﾡ, 人夫質の 

ﾡ入 なもっマうるおしめ. 村民の消 賞性 向をや, 上ﾡせし 

めた。 しかレこの工事ﾡアﾡは, たちまちカンフル注帥の 

効 用 は 消えた。

=またま 昭紀み. 3 耳 頃小学校を 大 与長沢から の 中央夫 

の 交 通至便を大 字肥赤に ひこシY した いわゆる 校向ﾡで 

村は向部の長沢方ヒ さの他の4 部落方 とが鋭く 対立する

いたった。 このvさも時村長であ、 旦っ長くホの石力 

為L レ て 名の高かっ た小林ﾡ三氏はﾡ任するに至つ たが、 

新村長 に って 両 小学 技)二 高等科を設置す るこ ¥に ま り委

した。

こういち戻パの選 ビは結ﾡ村の 全清のﾡ化による もの て 

ある込の 見地から、さ / から みべ 目 の村長 加承権 三部戻 は 

「家吾野村ﾡﾡ振喫会」を設立しﾡ業の振興を図った. た
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またま昭知7年 (/夕3ス当時政府はﾡ民更正星前を愛し 

ﾡ神のﾡY経清のﾡ興の両者を ねらい、 「許調非常請日 

本片おける 人uの不安ヒ経済のﾡ2とを打用レ マ 内外の え 

るに売ずべく」ﾡﾡさたのであり. ﾡ林倉にﾡこは経済 

要正部なろ 部高を 創教し. そ 清受正 中央委員会を設けて農村 

経清度正ﾡ勤の 中枢ﾡﾡたらしめんYした。 この 村は この 

年の//月, 埼王 ﾡ下 3○ヶﾡの / っと して経済更正定村 

となって を来 の 振突会を 更 rに 整備ﾡ化 レ左。 ニによっマ報徳 

的 な 素总な 勤労 镶が更 に 養成され、 二が村民協同 の努力 

ヒいう予なと ッ、 財政部や産素の 振契はﾡく 好転 し、 勤検 

ﾡﾡの ﾡを起した。

しかレて この 時べ の 音物 rあった軍国主ﾡ、ファッシズ 

ムの忍ﾡが山村における 経森更正 を通 Uで 露骨に あわ れ 

ているこて もヌ見数すべ きてはな い. 昭ﾡ ノ ノにおける 

本村経清更正実行資ﾡの対肩大観には 「久シク人じ=ﾡハ 

レ ン自由主券的周ﾡハー 朝ー タ= シテ改ムル事能ハズ。 偶 

々ﾡさ協司ﾡ神=基調ヲ 要がザレバ成功セザル計画、 事業 

二個人 主教,主張ヲﾡクがﾡ事優々ア。 更正き計ﾡ圭
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成=ハ村内ﾡーヘノ異論/差校4コトラモ許サズ、 ﾡカル 

思想民じラ是正スルコ ト /急務ナルラ痛切=ﾡ ズル モノナ 

り.」 とあるのは、 単に二の時べの村政ﾡ導者の理急のみで 

はなくマ、 殿後日本氏主化による民主々表と個人の 自ﾡが 

表向さ は風扉 し ち か. 実ﾡには内部にまてﾡﾡヒず 結局 

昭紀の 初期から 現左 に い たるまて の 当地の 山村尻の ﾡﾡの 

屈ﾡ こして、 そしるそ が村の 社会的性ﾡY しマあらわに 

示さLで いるのてはな い だ ろうか。

社寺 の今布 お左 はﾡ々 村の 社会 的 准格に もﾡ達名もっ 

さ のである が、 このこと が果 して多当であるか否か、ヌは 

いかように 皇 ずサ らるか なビ の 円T惡は こ » て はで 

いこそにして. 単に社寺の名を導げておくにヒビめる。 な 

おﾡ村ﾡﾡ村には高煙神社があり. 小教家塚口安番の「新 

日本地理・ 政蔵ﾡの巻」 (文芸春ﾡ 昭布2 4年,2月号 ). 

により. せに紹かさルマいるが、 この村にはﾡ索地方し 

Zはその数の多ところてある。
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6表 東ﾡ野京における神社、寺院

、4在光. 祭 神
社 寺 片左地 案神ス 索福

唐第神社 • 大字たか 伊邪 那秀命外 /。 神

原神社 , 井上 素求命 外3神

認訪ﾡ社 " 阿寺 建御名 う命 ﾡ外3神

催宿為社 ・ 長 沢 日本武尊

清流.山長倉寺 ・ 白 子 信洞宗)ﾡえ ﾡ紀性言

I 圭洋山 契点寺
_-

・ オ 上 (臣済宗 栄面

陽赤 福循寺 , た か (済宗) 栄 面

安山 宗林寺 ・ 長天.同寺 (施済宗) 朱面

普誠王宗寺 ・ 長 沢 嘈洞宗)直元 ,

同ﾡﾡ三ﾡ ・ た奈

三 村の番済印実態

1. 経済的ﾡ率 • :

こ o 村はおく から差兼Y して全く自給自足的をﾡ業と 、 

巻看ﾡﾡびに育林米 よ り 転化して 商品化をら う生材業、 

さの運送を業Yする 「ﾡ流し 」兼があった。ﾡﾡにあっマ 

は、このがﾡ震の初ﾡにあっマは、 表, 緊,ﾡ,大豆. 芋 

野来、ﾡ,ﾡほごが主たるﾡ物であった。ﾡﾡは二の林の 

基ﾡ産県る、ﾡ長はﾡれ々かったが. 古くより現左に至る 

まて行われるいる- 「ﾡ売し」はえﾡごろ ( /682-7○3) 

から高ﾡ)のﾡ水期を用し て ﾡ府用校木 とレマ、一 皇 

ﾡ用に白深川ホ場へ出さた。 しかしこは電車. トラ 

ッフ なごの 交通ﾡﾡの発室Y共夫に大正 初ﾡに消求し た。現を 

は凡て トラックによっ乙いる。 ﾡ保(ク/4へ 3与)の末 

二 の 地方 に 甘菜 が 試 色 さ レし た が、 ﾡは村Yマ その 偵 が起 

く蔵彼めがてきなくマ、 客年石代全を」くで上敏した。 男号 

は耕ゝx外は製表、 繋新の山林労みﾡし、ﾡ子は歯木為 

布ﾡハ労物にﾡ事しマいた。 従っでﾡにﾡ意が行わ2\
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たここがわかる。 天明と(/786) ﾡﾡは森林ﾡ伐の 

業令を出レ、 ﾡ林ﾡあを行わしめたが、 声村名果村, 町田 

栄部氏は自分の林にスギ, ヒノ 25,○○○本セ仕立 

て > 林のﾡ者 と いわれで tる。
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2. 経済の基歴的系件

(1) 人ロ白数

昭和2? ノ月ノ日 現在 人口は. 男子 ノ3=名. な 

3/36合名, 計272ち名である。 こは / Kwス 当リ 

/3み人で, 入向郡では同ビくﾡ 4o 8へ, 埼王 果で は 

664人(全回ではユス6人, /夕5○年)であり, 配の 

/夕,果の/ヶの KWス当りのヘロﾡﾡである。 大生別にス

るY、白すは3と3^、 工白はご34ん, 虎 多は 与/7く 

井上は68/ヘ, 長沢は863人 ・計2743人, 昭知 2 

7年ワ7月調) となっマいる. /戶当り 人口ほ s. 勺人 で あ 

る。

こ の 才 におけ ろ年令 別性 別へ □ 構 球をスるヒォ ﾡの細 

ものである. さによると幼久 年ﾡ とﾡ年昼 こを除いた 

/ 5 オ 上 6 5オ赤未満の 生ﾡ 年令 Aロは、 全体の 5タス 

を占め乙いる. こ Lは例 え 品 >))株 茶地に ﾡ力って いる 

青格林業地の中ル, ﾡ京都面多ﾡ郡小宮村では &/3% 

( 昭初み4 年=月) であり. ヌ全国ては 5み% ( 昭紀2 

与年)となっ2いるところからみスマも. ノーマルな 比率 と
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いえょう。 オ/ﾡによりﾡに5オ 毎の構成に つい2みる 

・
と、 ャみ図の如ヨ型を示す。 少し占いが同 図右 上 に 掲 ザ た 

全国ﾡ成ﾡに比較 してスマ・ ニ は生産与令へ □の 声式年 

ﾡが、 殊に男子において減少しでいる傾向を見るこそがて

=ろ。 ヌ幼少年ﾡ2おいZも /o〜 ノ5オﾡをいマ、 殊 

n25～/4オﾡは着しい及久を示し乙いる. 二れらのこと 

は、 太王洋戦争の絶結に至る /○数ヶ年ﾡの城ﾡ体制によ 

る影響Yﾡ波する こ てに も 肉堂す るが. ﾡﾡ分化が頭著に 

ほり. 本並びにこの方でのﾡﾡ々 林ﾡ ごの他 値 か なが 

ﾡ工素への就労が 完全 ではなく. 2こ に生ずる相 対的過剣 

ヘコがﾡ内の他の地ちマ東宗都の労ク市場売入す る寺果 

そいえる のではなかろうか。 最も理想的存人□ﾡ成の型は 

ス 特聖 3 角形になるのが 面説 そにっていスが、 ダ子の横成 

を基準込 しマ本村における理想人ロの 線を引くなら ば、 夕 

子のうは男子に比し ーマル*・い が、 男子は非常 に 

不 現司て あ/, 且っ 生差年令 人 ロ 及び 今少年骨 に おいで 才 

め2滅少しマいることか 察知 さ れ る が、 理由は 先宏述の如き

ものが主たるもの であろ。

-29-

才におりる明ﾡ42年(/夕○7) より 昭紀2夕 毎 ( /954) 

に至る 44 ヶ年の人□並びに白数のﾡさをみるとォ3ﾡの 

文くである。

太干洋戦争勃ﾡ当初では 2,so。 人のﾡをﾡか上下 

する福凄で 全 く 辱ﾡ的な ものであり ﾡ争団わにしマ疎用 

等により 念速に このﾡ態が夜で、 経感当時を ピークv す 

るに至った. しかレ政岩, 経浩. 社会の異常な時ﾡを経過 

すると夫r. ヌこのﾡはﾡ減のうをたどり 2,5o○人 

の徐に立ずかんY し2いるかに見える. これを男英別に見 

る. 大正/○年(/92○)か合昭ノ○年(/23今) 

まては男子 が矢すよ り巻レく 減少 し た が. こルは才/ ス世 

界大城線における恐 株か今 ・ 男 子労働カ の都市へのﾡ出を 

ﾡ味レマ いると思わる。

またた数につ いて は大正?年まで 新増 の 傾向 が必 ら れ、 

それから太平洋ﾡ争の 激烈になる まて人ロ の カ- ブヒ 平行 

表をなしているこくからみても、 数は一定しマいた。 レ 

かレ戦争耐わになり. 人ロのﾡﾡと共に急速に上向し 昭 

知22年 (/94ワ ) 以 未催 か下向し ながら落着いた形
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東き野村人 □・

/o //S /タ2ッ /2- /93o

-3

方数動ﾡ、
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となって 行り. 2夕年/月ノ日 現左 49/ 白である。

人占と白数Yの 関係な スる乙, 大正8年ォ/ 次大戦ﾡ 

会ﾡの翌年から 経 涌若 權 が起き たが、 その頃まではもんら 

の用= が大 さいこそっからスても。 /片当り 人ロの多い ニ 

2 が伺わ MLる。 しかしこぬ火 除戦時中 のアブ ノ ーマルな期 

を除いては、 殆んじさの向隔の-定しZいるY二ろかみ 

2, ノ白当ッ人ロが5.5 くの前ﾡをたビっ2いる こYが 

わかる。 威時中はカーブの非常な接☆から /月ﾡッの人日 

が少ない二2 が知 られろ が. こによ り 当時 おいる都会 

よリの疎ﾡﾡの冷にﾡにﾡ数がふえたこ と が う か が わる 

るあろう。

(2)土 地 オ 用

昭和2み年ノ 月現在における森林 編合 調に上る このの

ﾡ目別土地ﾡﾡは才 7表の通りである。 →見してわかるよ

うに、 非常に新地ﾡﾡがへなく, 田は僅か2町歩にいうま

作ﾡ度であり、 畑田は/3ち町歩であるが、終面横の約7

/%ほいて、 山林ﾡ野の /48 町歩 の 84. ち %)には はるか 

に及ば な い。現在一 般に ﾡ例 的にﾡえらマいる / 町村中

に占 める山ﾡ野のﾡﾡの 与○%上を 「山村」* と名付

けば. B月 らか山 村 いうこになる。

才7表 東舌野村地目別土世ﾡﾡ

地 目 割 合 備 為

田

町Tす

2 o/

畑 /ラタ 6.8 巻通旭 系画・県場回

山 林 /444 83, 5

原 野
.____ .______ ..... -

/夕 / ○

宅 地 2/ / o

※のﾡ 石/ 夕 6 河ﾡき製. ての他

き ノ 99a 合面長/22e 町歩

※ 「山村のﾡ念につい2はえ来ﾡ確ではないが、 杏ﾡ試三戻の 「 

村における林素労と ﾡ在失ﾡ」(累牀 統計 詢査」2ヲ年3月号) た 

筒明に 述べでい ろ の でそを受約しマ みよう。

「着山漁村そ済更正計星」前線 で は ﾡﾡ生差ﾡの 多ﾡを装季と しマ 

ﾡえ ら. 教村絶生 ﾡﾡ中 に ノ 割 上。 林を物生走索 かﾡ4は、u 村 

Y一ﾡ名付けた。しかレ最並の「林好ﾡ状児調査では町ﾡ区ﾡﾡ篠 

に5める林野ﾡﾡの比ﾡヒいう地理色余件を基ﾡにし、 町丁オ面ﾡ 

の 半火上 か 野 で占めらる村をいう よ うになった、
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二の村の目ﾡ石ﾡさ 瞬治 4年(/929 )よりﾡんどﾡ 

化 はない。

■ (3)産楽 . :
ﾡ業引に一わける 本本に おけるそのﾡ業に主込レマ 度！

保する世帯とロをみるそ、 オ8表の メき ものとなる。 え 

ﾡ産 業 とい う こと は 事業 それの 行わんる 場所 に っい マ の 

もの町ぢ、 享素の目的ゃそしからえられる差物のﾡ類を表 

示する ものであり. 人向にﾡするもの即ちへ 向の社念的か 

相の ﾡ類セ 表赤す る ち のであるﾡ素の調とはごの趣さをﾡ 

にする。 ﾡ業別分類をさら= 詳細に おしすゝめるY、 表村 

の 今ﾡ通ﾡがﾡる にそがでさ. そが非常にル要なことを 

解する が. それは後述するてててしマ, こ>ては 統計委 異 

会の「日本ﾡ年産業分類」よ り 村の全体的なﾡ業構造を 

ﾡり たいY恩恐う。

これは本村におみる 「ﾡ林素経営き査1にﾡいて、 当該 

せ帯の 主たる ﾡ得源を形 ﾡするものをその 竹る ﾡ業とみさ 

こたものてある。 お就崇者外の学生、 多供る-ﾡ性

才8表 東き野村産業易方数及ひ人コ

、、数.人ロ 月 数 人

差 紫 、 白 % へ 2

ﾡ 弟 ss /2.o 33/ 2.2

林 業 /72 355 94 3<5

鉱 業 28 5a se 55

該乗
。

2,/ /2

条宝ポ 47 タ 7 247 ッ s

ﾡえ及 卜え業 /s 3. 7 /eテ 42
全 融 末 34 っ o. i

/9夕 ク /

ﾡ前通信公替科 33 6,8 /夕/ 7o

サービス集 /3, " 358 /3./

公 ﾡ /o 2./ $3 4?

その他 ? 2 2ラ / /

4ぎ々 i i 2.72ょ4

( B27年/2月末現存)

常の産素に ﾡ分類 せしめた。 こ に まっそこの 村の 白数 

なみ2みると. 林業が 4sx白中 / 2 白2実に 会泊 数の
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3s.Sを占め2いる。 達業こし乙の林ﾡであるからう、 む 

ろく林業経 堂着 も ﾡらにポとカれマ ﾡ口を之2 い る林集 

ﾡ働着も合まている。 山村、いいかえれは林ﾡ村ヒしで 

はつうり 打生さ Lマ いるわ けてある.

これ次いで s8夕は巻業部門に入る. /2"%の せ帯で 

あるが. しかし オワ表地目ﾡ土地面横でみた如く、 田畑は 

ﾡめる 少いのてある から. 自合自足的経営が大部分であ り. 

経々Yした 早ﾡ再生 差を 雀持する に と ど ま り, ﾡ得源こ し 

てはﾡめマ位にある。 サ-ビスは6=白で /3.火%て" 

ある。 こ>で注意しマおかねばならだないこ。は. ジョン ソ

J /.
ン米軍基地へ画勤して いる駐留軍要夷の村におい ては大ミ 

た 置を 有しているこYである。 後にﾡかにするが、二れ 

らのこヒ は ﾡ業だけ では 生造 で ず、 労幼之を = 売 ら だ 

け ればな らない、いわゆる 潜存的過剣人 口を作 、 呉体的 

にこの表からも理解されるまうに、 林兼日逢い. 駐ﾡ重要 

買・ 武鉄ﾡ眞 びに ﾡりの き野へ の 鉱山 人夫 と ば っ て 

質全労ﾡ考化レマ ゆ く のがうかがわれる。

大字別に 主産業 をみると 合マはﾡ集ヒ林柴が夫々ス
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寄 8ク名 = め ・ 白は林ﾡがみ割8 ﾡであり, ﾡ永では 3 

ﾡ余が林ﾡを示し 井上はﾡじく本業がス割み方、 長沢に 

いたっ2は大字ノタと夕中、実にﾡ半分が業のもヒにあろ。 

また産業を主にしマみるならば、ﾡ業、 林業は大字長沢. 

ﾡ業は大字上 栄を業 一主こしマ 製林業v かﾡ物来 

びに電ﾡ面信業では大字売か、 サー ビス業では大字長沢Y 

なっ て 11 る。

さマ に > でﾡ単2ではある が、 生産窓と生産量から ス た 

村の主ﾡﾡのウェ4 卜を知っマおこう。 資料は戦時及び製 

後にガける正確なものや統一 さたものがないために、昭 

布元え年 (/926) よりﾡﾡ/7年にいたろ ノ7ヶ年にわた 

つマﾡ 年に ついマ、ま ず生ﾡ額 =よリ凄 業ﾡ成をみ た い。

なぢ との前に、 この間におけろ 日本経済のうごさな -覧 

しておく 必要 があ ろう。 わが国みそﾡ状ﾡは才4 ﾡ* によ 

りﾡね知れる通り. 大正9年 ( /92o) 3月ノ=目 頁オ界 器 

嘘が おこゥ. 読株、期ﾡ,ﾡ糸合市場の大暴きて立合 け 

正これた。 また6月に入 ﾡ村不況の あらわれとしマ未価 

はみ円ス下に伝落しマ 昭ﾡに入る のである。
_______ ・_____ ---________________ ___________  ______ - _____ __- 

※ 竹ケ中靖一 r 日本経清史」(ミネル"ァ書あ、 ﾡろ知つぷ年) よリ

正正成
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才4回 大正太へ太手洋敦争 旦本経済実概略回

面 盾 1 923 27 3o 3/ 33 3ク 4パ 45
・・- . 1 . . 1. > 1-. ・ ・ト ・・・。. ・-・».卜 --・・・ ・ト=・、

年号
大 昭

タ ヤ 55 午 E 22

ﾡ本主義支調 年周経ﾡ堂
ゝ.........__ x

年ﾡ経有

経 ________________--------

雅占資本翌展
2 L__I 、

非亭 時 準戦時 ﾡ 時テ体 制

・ i

村不兄

・-行---る-家

史
おせﾡﾡ地位

し Z__ 、 ・_____ 、

恐 従 全税ﾡ虎 世累池ぬ- ......... 、

1 金融資本立
._______ ___

1
___

金ﾡ業 企番素

大正ノス年(/923年) 9月/日, かの未曽有のﾡ東大 

選災があり 木材易要は各増したが、 悪災恐ﾡが起り 索 

京ではぞんとの銀行 はﾡ能をﾡ 止し、 昭名 ユ年 (/92ゝ

ラ月下旬 ﾡ島銀分休業 にﾡまり、 4月には 株式 累 ﾡ し再て

¥ﾡり状態を 若起さこせ、 下旬には 全国名地に取付ﾡ か おこ
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リ、 政府はモラトリアム*を実して事態を収ﾡした。 翌

年末世界的通 慌 の京rsぐ 丸 とも見るべさも のと し て アメ り之 

においZ はその 翌 6月に まで わ た り 小 表 個剣 生ﾡの佳採 

穀価がﾡﾡした。 昭紀4年(ノタ29ゝ /○月24日アメリ 

力、 ウオール街の取引灯はﾡ続し, 株価は大累きしたこて 

に端をﾡし世京的に恐説は発長した。 翌5年ノ月にﾡ口内 

図は全騎出を解ﾡ した. 6 月下ﾡ糸価は大正3年(/夕/) 

以末の 安値 rに下落し /○月には ﾡ価暴落のた め大ﾡﾡ島 

¥びに 東京求穀起品取引竹は 立会休止Y な り、 ﾡ業ﾡ従は 

全く その極にﾡした。 昭ﾡユ年の全融恐ﾡ以赤不兄にあえ 

いでいた日本ﾡ本主ﾡは世界ﾡﾡにより 曲 し い打撃をう け

※取付 (ヒりっけ) Yunotんebo.nk 恐ﾡ.改争をいからの理由で. -毎行が

全融夏迫 レマ そ の債ﾡZ 完斉すろ こ ができ ぬこいち おそれがある 際・ 22 

銀行に対 レで 飛金考 や禄出 手形所有者 ら が 一 日にし よせる 自分 本 

権額の ②ﾡe 取立を 請求すそことをいう。

*モラトリアム toratoriuLm 支払硝子のこと。 恐ﾡそのにあたっで、ﾡが一 

鬼期向債み者の偵羽午済とが子するここを舌\、 団内的=も国際的 

に も おて なわれ. 国 内的の場合は国の忠起で 一 合シに 行わるちのを 

いう。 因永に 方が国 そ は大正/ユ 年の大属災の ﾡみ 月7日 ﾡま地うに対し 

「支払、ﾡﾡ急ﾡ令」か会布う. 又昭2年には4月22 日「支払法ﾡ 

並 に手形分の 保存行ﾡの 期にﾡ向する ﾡ令ﾡﾡのﾡ行地減 に同する

ﾡ令」となっ乙 あらわれマ 財県の 混亂を さ サマ未た。
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内ﾡはこのﾡ高を 

ったことは、 才 

た 日 本資本 ま拳を

Y¥ 直 第 としめた。 

昭を はばまれた。 

ﾡ時体制 になり. 

再び 金輪 出 は 再泰

た が. 昭和 4 年 浜口 

ﾡ的な ﾡ縮政ﾡ た と 

ﾡ政ﾡの もヒあっ

夜帰により 世界経ﾡ 

京ﾡりの 歳.の 中に皇 

造洲奪及が勃発 し非 

ある。 そして 年末

かくマー協準ﾡ -

なくふり、 インフレ

洋戰)二 まで 発覆す る

一元かかる 日本 の

い z この村の差 精 

ﾡ 時体制 に経済は

ー ション政繁への 

み であろ。

当 時の 経考並びに 

生をォ表*=よ

切り抜けろちめ、 太 

次大 戦後波没 な保 

. 全紹業一金本位 

しかレこの政策は 世 

かかるYさ ら 年? 月 

軍国ﾡ済に入る ので 

上さ た の て おろ。

まこ.こま れごる をえ

転換 が始まり、 太平

政治 事店を冷頭にお

リ -管したい。 印ち

昭ﾡ 5年ごろまでの 国際的国内的ﾡﾡのとん底にあったこ

才表 東吾野村主要産業 あ生産価格

\場 勘 土二

ﾡ な
株 ノ室 青 ﾡ * 室 エ 産 計

年\

人 \
価 格 a合 価 格 ﾡ合 価 格 ﾡ合 価 格 合 価 格 ﾡ合

1
ﾡ合

え * 円 メ 円 % * 円 %

厩 /28.37s32 86.82523/ 4.48$1 2 一 6$8344 s 37557ラ ca°

3 886662s3
1

90075267 442 /3 — — /&7S夕2 77 3$2ラs7 wo

5 $85132タ2 30348 2 2.$32 /3 2夕 0 /28.63/$3 
i

202o73 4o

7 $003225/ 
1

$2728 24u 3289 /7 /s o 93372442 /タタ434 eo
へ 

?
I 

45270 6.4 9l822 33 25/88 み3 /o o 2.829 4le 2752$2%8o

// 848672s2 32274 244 2302/68 / o 33732$20

/3 85/75120 /&u./35 380 29855 7 — /3女子タ5 33.4
|

4405/8o/22
I

/s /83792o./ 2s8lo 38e 277/9 3ぷ — _ 28/594 38/ 78$o2rce
1

/7 /2/s44 244s4a 3 /3846 /8 — - - 372/92 o
i

772 /8(/0q0 
!

ろは工産額が有位を与め、 次いでﾡ産額、林産額は才3ィ 

で2○%前後を大きく勤いマいた。 xころが軍国経ﾡ体制 

に入、 しかも 世票市場回ﾡのあけ*ら ぬここ ろから次オ

に工産物の価格 は 下向 してき、 また従って農ﾡ物のそれも 

下り、これにかわり林産物の 価格が絶対的に 増加し乙 たた。

昭和7年なさかい< しマ林ﾡ物は工ﾡ物に 次ぐものとづり.

本村における主ﾡ生ﾡ物の 3s% 前後を上下しながら昭知

/7年に至るわけてある。 しかし 林ﾡ 物生ﾡ額のﾡ業中 に

ちめる割合が最も大きい こ込ではないこそひに微 で、み る

※ たおこの 村の 生ﾡ価格相数名ﾡﾡラフにしたものを 附団才/ 凹］二

かかた。 ヌ同ﾡにﾡ向の 東京市に おける ﾡイ系主要画の 御た物

価指滋をも対比 出しめをのて•参庶して 項きちい。
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よう に本山村ﾡの所 得は ﾡ与得においマ最も 多 く, 全体 

。 43 % も 示し2 い る。をっ 2、 ) 林ﾡの他の侵か村 

たる名界村の妃く 何の 年におい こも 林ﾡ額がも つYも高 

※
いとい う 重ﾡとも における林集の 候位性を本村にはﾡ用 

させる こそは 周難て あろう。 しかし単に 産物別にみる a ら ば 

ﾡ雇 物は上位にあるこくがォ/○表により示されろ。 こ 

によるYと. ォノ位はﾡ多幼であり 用求は生達ﾡ中オ2位 

を与め、 用残のみで主要ﾡﾡ物全部の価格に等しい。 こ九 

ほ単 た 座知 /○年のみだらず、 この年の前 ﾡに おいても 同 

一祭合を示しで いる。 才3位ははﾡﾡ物の軍料たる南である。 

そし2この3若が主婆差物すの7○ 余を6め2いで、 部 

らかに村の支柱的産さであろ。

政ﾡタ、 を未怠委*林奈□ﾡをえるいた質労着は微で 

現るよ う、ﾡ次村み外。 恐業、 株ﾡ外の プロ レ タリヤ化し、 

っマﾡ番業々林ﾡがおくろえっ ・ある. しかも明治以未 

こ ② 本の 達 業ﾡ造 における骨格をはし、 ﾡめ2ﾡ要なﾡ委 

業も日本冬有の熱出示ﾡ, 新たな代誉品の登場により養ﾡ 

—— 編ﾡ物は 急速に後退しマしまフち-今ャノノ表により養看つい2みる

※ﾡ村向環調恋会 「分収ﾡ素一 埼王景入向ﾡ名票村における

ﾡ分林ﾡﾡﾡ査」(E和24年)Pタ
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オ0表 東野村主要産物別生産価格(昭和/○年)

差 物 別 復類5 生を価 ﾡ

南
両

$ 2S3

7 35

ﾡﾡ物 甘 ﾡ 5/66
1

野鈴義 4234

あ 塗 2. o s

米 /73a

ヘ 卦 72. 374

用 オオ 72. / 7の

林産協 木 ※ / ②2/

小 計 /a/
服 2 / 8/

畜産物
ﾡ 卵 2 2(9

小 計 マ 3 ム 2e

得織物 6 <oe

生. 宋 2 タ 774
工産物圖

9 盛
1

毛点製品 \

小 計 ノ2526○

き 3eさ. スマ5
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ほらばこれがよく理解さよう。 昭紀2年を表生にして5年お 

さにこめ 割合 をﾡ竜についマ 見ると, 竣ﾡ依街の / 7 年 

nz は 既に 5の%を下廻り、 東 感前 後は実に /o%にたな 

し年もあった。 しかしみ4年には再び徐々に上早し 2○%

台に落着か んC し 乙 しI る。

表委自体の盛京は上のよにﾡめZ IはげレI ものかあ

るが、 敷差物申におけるﾡﾡの地位を きの生達価ﾡについ

オノノ表 崇野村における

年 ﾡ

ﾡ 意

価 格

1
農をあ価ねr : 
占ゆる未恐価 

格のﾡ合 

シ

枚膚量

r 
昭初2年を00!

としたﾡ合 ;
2」

価 ﾡ
円

大正ノグ /2,2$5 se /o2./22 /2ク28/ 8o

昭和2 /523S
I 

/CO •M4" /e2$s2 77

ク /4./7o 93 コア ラ5 52232 クs i
......

/2 /L.273 ・2 67$86 22234

/7 735夕 64 478 /2/555 • ケ/

2, /274

__ っ。 2, &7s
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乙みる忘らば, 経竣ﾡの 資料 は入手 末ほかつちのて省ﾡ

する込して, 昭和 / 7年 までについ乙みる 略々 7○ ～ 

8○%位を占め, 戦 時に りﾡ与○*にったわけで、 ﾡ 

ﾡ物中に おい 乙も. 商 品経音の 主たる 参番業 が相対的に後 

退しZいる が. 養君業とれ自体の表ﾡﾡよ り か低い こ¥ が 

う か が われる.

とれにひきかえ用ﾡは同様に 昭 2年を差ﾡにし z スる 

表承と用校

用 及

林ﾡ物

価

林産ﾡ価格 に 

与める 用才 

価 格の ﾡ 合,
石

昭ﾡ2午な

oとしたﾡ合 ) 
%

価

j!..................

4 $02 92 /ム. 292 2 soo $

7 soo /oo ? /7 485 2

/s 8oo 24 4324o $2728 P.2

2e358 24/ 87 757 /o6o7s &3

22. 94S 2夕火 222.74/ 264$48 s4

24 934 32o

/224S 244
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こ. と以前の大正 // 午は 58%, 未数ﾡﾡ後の 2/ 

年は美に322 を示し, 経有ﾡ店の落着いた 26年には 

ペ、下向したが, とれでも244%である・ ヌ 昭和 7年 頃 

より林ﾡ物中に占める用ﾡの地位は8○%を上廻り, 他の 

新泉 , 木泉生産を圧し その 中核をな し 2 いる.

これらのこてからしマ, 二の両ﾡにﾡめて顕差た代 替的 

関係に ないにしマも. ﾡ番業 はﾡ めて表えこ いる のに対レ 

ﾡおﾡは * ◇表数を 尚示さずに使在であることがわかる。 

ただ先送 Lたとおり, この村の主 差業に佐 まする労 ﾡ者が 

ﾡ邦都 市への賃労フロレ タリ ア化レマいる こ乙は志れ2は

ならな し。
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3.展 兼

本業 並び に 林ﾡ にっわる 人々のﾡ店をみるためには、

ずニの村のﾡ業につ い で知る必要が ある。 メ下 主理点に

つい2ﾡ業ﾡ基準にしマ本をゝめで みょう。

(1)ﾡ家月数

古くからの 本十ﾡ要ﾡに よ り ﾡ泉月数がﾡらる のて. ある 

が、 との基が明確でなく. また、 こ>てﾡべるﾡ家数の 

把ﾡのう法と 興るた めにヲ o数値を'みz もﾡ味が薄い ヒ 

思われるのて、極めマﾡ泣の /スのマさ示しマ ﾡ考 ﾡ度
I

にととめたい。 即ちネ/2表によれ ば. 昭和22年8日/ 

日の藍時ﾡセンサス に おい マはﾡ家 数は 3白てﾡ気 

率は全上数の 83.S%てあ. 局25年2月/日の世ﾡ 

業七ンサスではおぷ8白ルなり、 ク82%にﾡ少しマいる. 

月27年/2月3/ 日現在の 「ﾡ林経営状ﾡ部」に基いた 

ﾡ家数では与大す中. 大③売をでは76白で aa6, 大 

字白ではS4白て夕saペで、 対のﾡ家数の最小ビ最大 

の大字を示し 本ﾡ体では 42ブやて ぷ8.ス%マある。
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オ!2表 ﾡ家三数 割 合

年 戸 ま 家 表家
Q
餘車 備 考

昭紀22 a 戸

白 

42夕

た 

ss
ス

P5 今

非奥家=ざ数(昭22.// 村労受ﾡ) 

一ﾡ家 (ﾡ時法芸 セ ンサス

三 S/ や一 «2 タや

" 25年2月 3sa /eみ ク82
非ﾡ家= 白数<EB24,//.ん

才努受ﾡ)

一及安 ( 世県彦業 セス ) = 42ど 3s8°

大字 白手 / 9$2

ク 平 2夕 夕

男初27年

/2 戸
・ たか s2,4

・ 井 ヒ /// // /o

・ 長ヌ /3ぎ 2/

衬 計 27 今7 a82

これは一見ﾡ求する傾向にあっ たﾡ家表が念に増えたかに 見 

えるが、 センサスと異った 把ﾡ 方去による、 ﾡちﾡ家を4旅 

以 上 自徒作小 作を 問わすに経客L zいる もの を凡ひて含めたため 

である。 従っ2 ノス次下のﾡく寒細ﾡ家を除いた数は3a9 

白であり、 so,4であるくころから見るて. ﾡ家数は略々 

停常の頫向たあると 云える。 そ しマむ しろ 実ﾡ合には後の

く 気労化がみ。れ 紀粋にﾡ業に依存し2 いる人 々はめ

て 値少 であるYころからしマも ﾡ戻宿の ﾡ業経き からの

離ﾡ がみ ら れる わ け て お る。

(2)経至営規模

昭和27年/2ス月赤の 「ﾡ林経巻状調」2より経営現 

ﾡ列にﾡ家々数スびﾡ家人口をォ / 3表によ っマみると、 

3ス表ﾡ表家成 22 5白でﾡ家絵た数の キ今上の 割合を 

示しマいる。 そに引ゝっプいで 3～5烈急では総数の 

ﾡ /3を示し2いる。 5～ /。 友層 は /ど.9%であり、こ

ﾡ13表 経営規横別ﾡ刻数及u人ロ び2ﾡ業を事意数

、優せ規横

せﾡ人買別\

3○え 未 満
3,o 5o

な ・ 

00
計

〜o5
a6 ヌ 
0,7

as 夕

～ク ラ

ze 天 
〜/ヲ

2e 次 

～2? 小計

・

数

2 /7 /3 /o2 ss 22S /o ル 427
ﾡ 合 % 

/9 de 3o 232 /99 $2.7 3o4 & 33

世落人良
34 s5 3 $5 44ぷ5 /2/夕 クタフ 374 /e/ 子

内自家/栄 

従事者 sな /7 /3 /o2 2e 232 /42 ダア

..-..

スs

I夹業常糜数

/ / 2 一 3



-53-
れをこら ヘ7ス骨Y 7〜/2來得わけマみるYて、/38 

%x33%ということになる。 しかし本村は/町歩以上の 

ﾡ地を経含しるいる人はﾡ無で. 最も太いﾡﾡを経営しマ 

い る 人でも 上平冷 部 差に タ S夕 というのが/白あるに すぎ 

ない。 従っでォノ表 から 解るよちにこののﾡ 業経巻 

現横店 極め2 寒細で あること が紀られ る。

か る 愛担ﾡ業経巻で ある から. 当然塞業学便 迷争看 は 

ﾡ対的に少た く, ノ白当り/〜2人の 自索労働佐事者Y ヌ 

る。 とかレﾡ業常ﾡ香は経営規楼に比しﾡめる多い。 西ち 

ス～2夕烈君に /く, 3～ん.友番に 6く, 5～6.9交宿 

に3ん, 7〜/○え宿に3く, 計/3人いる. この 現象 は 

単に索 番野ホの ス の 現泉 てはなく 名 乗ホに おいマ も 見ら 

れ, この新面ﾡ /今○.6町歩に対レ /8人の 備者が い 

る。 これらのことは不恩 診な こそのようにﾡわれるかも知 

れない が. 殺業 学偏 としそのこやの俺偏者は、 単にﾡ業 

ダの ばか り て はなく、 株 朱な 衆業とする ﾡ主の林ホﾡ 学働万 

至は奈ﾡ芝働にき 袋事し そい るからである, Eちﾡﾡ常偏 

若のるた主の専策ﾡ別によりながめると、 専業 一ﾡ

-5 1-
ﾡ業 (ﾡ主) ﾡ京2はあわせて た台の /白しかなく オ 

=ﾡ業素ﾡ家の 中、 他達素を主こ しマ巻む 商個 r ノ2白あ 

るこYからもﾡられうるのであろ。 本村においZは云うま 

乙もなく 他産ﾡの 最省位を占めるものは林ﾡである。

才4表 ﾡ業労ﾡ手ﾡ

※株長 使W し:

3*
ﾡﾡ有者引

米お別
ﾡ人有 ﾡ 落有 ごの他有

原前株
愛ﾡﾡ バ e

一... .. -
s 4

23 - 4 ス

友指根

前カ作未
ﾡﾡ枚 / ./

ﾡﾡﾡ

この林のﾡ業労ﾡにおける大ﾡﾡはオ ノ 4表の文 く であ

る。 一見し2わかるように、 非常に 労幽手■優がル、 いので あ 

る。 またこくに注意したいことはﾡカ ーﾡ事使役キﾡの

無であろ。 こらのこ込は、絶 対的 みるなら ば. こ の
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の 小 海耕石ﾡに対し多量の 労傷カ がルﾡ ここ, ﾡ

城力, ﾡの代替Yしで旧示の人之によるのであろ。 寒細 

な経営規ポ いちじるしいﾡ券生産寺ﾡの欠除は, 従っマ 

東 奈 生ﾡ 力を低下せし のるのである。

(3) 自 小 作引面積

. 経営形 ﾡを27年示のボ 況調に よ っ マ 自小別にみたの 

がキノ5表である。ﾡち自ﾡは合ﾡ家数のうち 25○白 

て, 58.5%であり、 自 作業小作 ﾡは /○2白で. a39% 

るある。 これは8./センサスの台作表全国平 3と. ダ%,

オI5表 経委営規横別自小家数

\さ

..規援

作\

3,○ ス未 ﾡ ス 

32

～4夕

$o 72

/o.o
計 ﾡ 合

～2夕
/O
～イ9 〜2

ル 計

自 ﾡ /o 32 ¥2 グ/ 4 2 / 2$2
ス 

S-55

ﾡ糸卜作 $ 22 29 63 3○ 2 o /o2 23夕

A官作 2 /4 4女 4 2 //2

N 作」 /7 /o 
ゝ 。 り o 27 &,4

+ 38 /o2 85 2 /e $2 427

一 53— 
自小人作ﾡ全国王均 2○.oまりﾡれも高 く なっマ い る。 また 

同センサス に おける 王果平均は台作 ﾡては 278 自小 

作ﾡてはノタ6 % である から 果平上 りも 同様 rに高い 自合 

を示レでいる。 また戻に ﾡ・在現横の 3,○天末ﾡのﾡ宏に 

つい2みるならば、 自作ﾡ2 S。 白中3e.4%, 白作様 小 

作ﾡ /○2白中 & s メ, ハ小ﾡ自作ﾡ五び小ﾡでは 9 

o～/o。 %の革を示しマいる. 頭ち 本村 つ おい マ は , ﾡ家全 

力数の中小自作ﾡびに小作は僅かな割合て しかない。 芝し 

こ 彼ら 片 ﾡ寒 組 経営 ﾡ条である。 二 れに友し, 白作の3o 

及 赤ﾡ は全ﾡ 家数 427月の213%, 自小作のそれは合 

じく /4.8%であろ。 ヌ5○スﾡﾡについス見るならは, 

自は427白のっち 43みであり, はた台小作は2/8 

%である。 農業経堂巻規ﾡか二のをみるならば, :2/3 

の人々は自作ヌは自小作であり. しかも 5,○友未ﾡのﾡ細 

経営めく々 であるこ とがわかろ。

昭和22 年8月における会回王均の 自作 2/s4goo白 中 

3○友未満は 247 自小作/ /83 白中同じく s ¥ 

な ・ , 何れも 本村よりﾡめマ 低いこころにある。
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才/ら蒸表は 自小 地引に 経宮面須を みたのである が・ 自 

作地はその割合は高く 8a6である。 また本村,白当, 

経きﾡ横の王均は3,/ﾡであり、 これは認ﾡ22年 &./セ 

ンサスの界における み6&, 畑田作地帯と し マ の入ﾡ郡にお 

ける77友よりめで小さく, のみならず山 ホ地帯 ヒしマ 

の失父郡のんら友, ﾡ村名界の 3,4スまより何も小さ い。 

そしマまた 使か /5町ノ友たらずのﾡ地を /77白のﾡ条家 

が小作 し2 いる状兄も山村と して の、 大消黄地束束のﾡ郊 

ビし2のﾡ地の特興庄耶ち村の表林ﾡ合に働い乙 いる 人が 

「若い ﾡには都会へて2人にもまれ2 うん と働さ, 差後は

オ/6表 官地,小地 ﾡ小経そ面 横

.粧： 

aル株 
小地所

ン

2 3 交未満 歹
の〜

.9

5o ～

〜47

烈

Z。 ～
計 割 合

o9
e &

ン2
2o ヌ 

～2夕

旬 *地
え 

//2 /o/6
1 1 '

/68,3286/4440 3243 /28タ
//783

ス

川 x $o5 42s /e$4 34 /o8 ・4 /$/ a //

・
........
2$8 z/ 28,8 586.7 c3.6 33S,/ /oララ /3227

博第端 07 /s 2,s /7 3,み 58 7s 3/
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た村に戻っでゅっく り ¥僅かな畑をﾡ し2、 余生を送る

Yころ」の自家ﾡ園的なものである。 従っ2ごのﾡﾡ経営 

なる故に, 受くの人は林紫労ゆ者レ又はﾡ由ﾡ義昌化 

しマ いるの 乙ある。

(4) ﾡ地のﾡ ﾡガ

才7表 自人別ﾡ家戸数割合のﾡ

「負小 

年月引\、、
自 作 自小 作 ヘ 自 小 依

Z2, 8. /
ス 

4s名

る 

ス7
% 

ノマ

%
ノS. 7

東地改革ﾡ

ﾡ費条セゝ サス 三よる

25, 2. / 42,4 ス7 8 7o . 28
表改ﾡ方

せ原ﾡﾡ センサス上 よ名

27 /2,3/ $e ダ 239 /マ 4 4
ﾡ地改車合

経営込調 による

経営布横のﾡ少ﾡは, 従つ て 本村に おけ る爆地政革に は 

社会的、 経済的にさしZﾡ化を与之はしなかったが、 改革 

前後の 自小作ﾡ家の 茎合をみる と, 飛の 上乙は-の変化 

をみるこ ¥がでこる。 ﾡち自ﾡ家は ユコ年には全ﾡ象白 

数の 45であったの が 2告年には &a.4%Yなり. 

必に小作はノケワ%から,ぷ4に激波しマいる。 二ろ か



-56- -57-
約2年ﾡの 27年まに点は自作* > それ り 減 リ 58 S%

こおり、 小作はら.4%にいえ乙いる。

二の村における解放面須 /町み ノ てあり, 最大

の解放若は 2,8 ﾡである が. 土ﾡ有者は に 体存 し マ

ﾡリ、 ﾡ地には殆んいﾡ/心 が ﾡかつ たので. 売ジﾡし の 場合

多久の トラフルはあのたが・ 地主 よリ)の土 地取上 は スム

ースに行われ、 のみ ならす地理的に 月宅よリ 島い乙 か/O

数年も 不耕作地であ る との理由が主 て、 自発的 解放 有 が 7

ﾡ出た, しかし と の 解ﾡ地はか Iに 計4,8スであ な。 入

郡 中ﾡ戻 名合の -のる、 催かのﾡ地るこ わ き’ 立 Z

よ り、:むレろ 小 作 人 =恩忠的ﾡ度を). 伝末 の 山林

有 な 貫依 しよう とする の が 本 林の 特微であ リ、 の 乙 は

/8 名の解 放者 がラく は 村とし 乙 の有数の 林ホﾡﾡで あ り、

山もﾡも多く あつた ヘ々 2 あろこ とからも 知ユられう る の) で

第18表 ﾡ産ﾡ付面ﾡなに 生産登

衣 物 名 二 欠付高ﾡ . 生室型 反当液量

水ﾡ給 /2ふ

交

69S
平 

: /S W

表 類 4/ 8 7/52
ヰ 

/&./65 22 ・

| ・ ほ
42o 372. / ノ2/.26バ 325

馬鈴岩 392 /46. P
*

3 79 263 ダ

大 E 328 /oo. 8
ce " 5

大火。推表 377 2o2/
/タカタ* 532

ﾡ 系 3夕6 // 8.3
ヌ 

2&34 アン 2227x

条 ﾡ 47 79 クsu 9 な

満 あ /夕 ス 34oン上
又

//2 *

貢”葛.藻 22 3 3 • (s2 /976

系 (斎) /夕9 27e 3
(32273 * 

2.723

あ るo

(5) 作物生産

面横とそのﾡ家数並なに生産高片才/ 8表に示すとおリで 

ある。 これによ るY村のﾡんYの 患家て表v いも 類はら 

れてい るが、 米は約3○"%み家で僅か表培さる の スる

「ﾡ林業経営ﾡﾡ部」 よる 東舌野村の 主愛ﾡ産物の 作付 純然とる 畑生 から し 2 も 山村ﾡ家 し での特ﾡを示して い
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ろ、 ヌそれら2っの生起物をﾡく商作物ヒしるは催かに 

持葛と ほの歩差者ヒ なる ﾡ易ﾡがある お けである。 従っ で 

現金攻入 をうる 主要た ②ものは柔 国乙. こは 27町 

歩ある。 ﾡ奉の 二の本におけるﾡ史に古く, このﾡ長は取 

r べ たが、ﾡ後多少盛んになって さたが舎日 の菱は更に

ない。 / •

村し2はﾡﾡと しマ運単裁ﾡも考えたこと もあろ が、 

労号く し2入2とれピな4ぬ堂はﾡﾡし, 最は乳 

牛を ク4頭か合 33頭にふゃし, 牛多認売を主委なるﾡ 

こさセ、 ヌ 票ﾡ ピレでモモをﾡり入、 その 表 に力を入 

れよらとﾡ 協で は計 面し2いろ。 .

(6) 家よリた兼業

既に の べた こ の 村の 愛細息 業経ﾡ zは到ﾡ家計を ウるお 

レ・ 生名をﾡ格するこヒは不可徒であるの乙. てるの表気 

におい 2何らかの兼訓業がなさ2 い る。 むしろ 株ﾡ村で 

ある東ﾡ野にあつ2はﾡ業経巻が引業である こYは・ 東北 

地方 村 要った ﾡ比の圭ﾡの形ﾡるあるかも妃ない。
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オ/?表 専兼業別ﾡ京数

ﾡ遠為\、 

ヽ

3.。 衣末 満

4夕 4.9

え 
7○〜

/o,o

計x ○,4と

・0.9
4e ろ

～ 2o
2e ス

〜3o ハ 計

そ 戸 百 百

2
さ

2

兼

士

従ﾡ労 / / /3 // 3/

従津業 a 2 /s

主ﾡ労 27 9 ク年 /9タ s2 2o ■ / 3e2

主た 素 // s1 夕 2 27 /7 $ 24

計 38 /e / 84 22s s。 $8 427

「経営状 えﾡ」によっマ、 表家の専業 兼業剥白数をオ ? 

表によっマ経 感規横引 rにみ2みると、 専ﾡヒ目さるもの 

即ち 紫ﾡ外に攻入の道を 講じマ いない 家ば催か会ﾡ家中 

の 2s%乙2白てある。 しかも 経営規横は テ件せマ 催か 

に ノ2.タえ ばかり のﾡ細経営である. オ / ﾡﾡ紫感表可ち 

主 とレて ﾡﾡを感み生造を 維持 し2 いる意泉 は会 427月 

のﾡ家の中 ノノS。の 49白を占めでいるが、 その中無業

yL乙 賃労働に服 しで生き計を 維寺 しZいるテ数は/史、
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他のﾡ素に込ﾡ求めるいるのは ノ8白である。 彼らはﾡ 

素が主乙あるたけに、本村の経ﾡ規ﾡのﾡ時で眺める場合

-6|-

ﾡﾡ細規ﾡではなく 昭々3〜/。 ろﾡに合まれマ いる。

ャ2 ﾡ兼業ﾡ家つ ま り ﾡを佐 としマ営ん乙生ﾡをだ乙

ごい るﾡ家ﾡ圧倒台に 大 宅た数を示すの で ある。 頁 玄 全ﾡ

家数 の88てさあり, にれは8・/ センサス当時の名栗村

のァ2ﾡ兼業ﾡ家割合の ワく%よりも /割」上も い割合

を示し、 実数に2も 全村の 3ク2 ( 全ﾡﾡ数 4/ 白

中の) よリ4白多くなている。 そしここを更に 2っに

かサて みると 主とし乙 賃労節に 従事 しマ る白数は 3○2

や ワo, 7%であ り, 他の産ﾡを主 し て営んでいるのは

7夕白ノ73 %である。 そして賃労を主としマいるものは

3,○友未ﾡのﾡ愛紀規模のﾡ象がﾡめて 多く, /9Pの

46.く%を占めており また3～S友ﾡにも さ2/2%

があることもﾡめ2 特色 があろう。 これの泉素の実ﾡは 

本林のﾡ業上の父ならず 凡ゆる部画 - えば 対長 の 生 

活 様式x 文ﾡ想に対する 芳え方ま乙 一 に有形 無

受に兼ﾡのﾡ係を村の選部ﾡにつ い で ﾡ業別に みたい。 オ 

2○表が3ス夫ﾡのとである。 3る未ﾡﾡにあつ2は自 

営泉業町ち 才2ﾡ糸兼中の 主と し て 他の差集を 営ちも の は 

25台であり. うち 本素に よる ものは 7白2s% であろ. 

名索おにあっ ては 2o 月ワ4%を占めでいるに ころからみ 

ろそ, 本村は兼ﾡが更に多に三"、 ス, 才3兼ﾡの右 

在する故であり, ヌ3ﾡス上ﾡに林業家が多<存在しマい 

るこYも理解さるわけるある. 工素は主としてﾡ物経営 

てあ ろ。 商業 並びに そのにおる自由素によ マ形素を
・

営むものたおい2は o・タ未満のﾡﾡ部ﾡが本表にまれば 
・ ・

ﾡ合に受く 見らるこヒは、 単に自表業図的意味しか彼ら 

にこっ 乙はないこビを示すも のである。

質労 働兼業は オ/ ﾡ兼業の主と しマ ﾡ業を 営み ﾡヒし 

z質労による2のは僅か/白る, 他はて*ﾡﾡﾡの主 

どしマ質方によるものであり. ﾡ総たるﾡ処 ﾡ得者 で あ ろ。 

一ゐ林 条労急従 落の申に、林ﾡ束係のみ、例え ば森赤 

担合事 ﾡ 員なとを含めで 2○o中99白4夕S%印ち

に影等を及「す 車要 な団う し2みることができ るであろう。 半数の 人々 が林業に何らかの ﾡ味で つ ながり、 2の 労位に
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よつマ生がまかなわでいるものであろ。 の /3表に 

よろと, /3くがﾡ業常ﾡとなっるり 本表によろと.

ﾡ奈労ﾡを 主としマ営むものがっくて. 不一致にみえるが 

これは林ﾡﾡ労ﾡの中に合まれる いるも のでうる. ﾡ村香 

野 rに 石交 山があるた めに 株券ﾡ労以外に磁業方像に佐ﾡす

るものが本村では大きい数を示し,23白である。 ヌﾡ武鉄

の 保線区眞*駅ﾡとなっマいるものもく /7月ある。

磁ﾡ労働と夫にﾡ目すべさはﾡ卓面勤の○可能なﾡく の豊岡 

ﾡ深でビに駐ﾡ 軍署 ﾡヒ し マ位いマ いるものが矛いのてあ 

る。 これはみs%を示していろ。 労労ﾡの中には数員 

占めみるﾡ合か多い。 名票は林券須労ﾡ (主としマ伐木送ﾡ 

運材2○7く 6//%てあり こに比するY、 同ビ由))I 

地方 ではあでもﾡﾡの 林ﾡ 労 ﾡ為 は少 く, 確かにﾡ 

った型を示しマいる。 ヌ 新ﾡ肉係 従事者 び に自せ老の 

んビないこくも本対の林業のもっ特色である。 質労業は 

ノﾡ未満のﾡ愛細習には少なく) /～3友ﾡに愛い こども

フのﾡ兼ﾡ泉の 建会な ﾡを 赤すものと思わる。
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才20表 零細 奏 家 の兼 業

*〜--- 

茶
客規ボ
ニニ-- o9タ未若 /〜スえ 2 〜3ス 打

一 / 2 . 3 .
卜

家 栽
ノ /

ﾡ 売. ノ / マ

姿 ※ ○

苦
小 計 2 2 3 •ニ ク

工 案 / 2 2 $

業 高 < 3 7
そ の 他化 / / <

計 ノ/ < 25
林業賃労働 / 5/ 3 今 Z 7
数材条 労働 4 /○ $ / 2
新泉 劣め

久 働 まﾡ労働 / 2 3
ラ 小 計 /5 22 42 22

適 未 必 働 二 幺 2
業労 働 3 / 3 Z 23

曲 小工労働 2 ク 夕 / 4
※

画
乗•方 鬱 / /

交
画来労働 3 夕 $ / 7

* 基 地働 / / ○ テ・ 2 2
人 夫日ﾡ / /

表 

22 公共回体 / 8 / 5
例 2o他 / /

計 24 24 2oo

許 3 7 。7 1 27 | 225
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以上 平担的に 略と乙 はあるが、 西 林業 の中でも最も 

ﾡ位当りﾡﾡの大きいと いわれる ﾡﾡ野村の社会的、 経そ海 

的なアウ ト ライ ンを現ﾡの 時点 にたっるﾡめるみた。 経済 

ﾡ条件ビ しz と< に ここ てはﾡ業のみ しか ヒリ あ存かっ 

たが. ﾡに夕々においマみたように村めﾡ業ﾡﾡには, この 

他林ﾡは勿 論で あるが 牧畜, エ素は ビ・ が 挙げられる の て 

ある。 ﾡ券にﾡし2は次にみることとしる, 他ははﾡ朱に集
,、 ・

約しうるものXし2、 ここマはとの 折T夕 にれ ることにし

-応Y めマべること を省ﾡした。

さ 2 . 林業 を軸としマ本ホをみるならば、 いかなるﾡﾡ

2なつでおるだろうか。
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その二 株木業 オ ﾡ

-- 科木 木木 の ﾡ見 兄

昭紀2 7年命及 の A 基本 区 オW森林区 森林き査 ﾡによれ 

総森林面徳は オ2ノ表のごヒく /687 町T歩てあ っマ、 さの 

中 用お林新炭 ホあわせマ /474 田T5 ﾡんﾡで ある。 内 面正

ォ2［表 森林の類別ﾡ横

用 新別

蛛 花 \

用株 新炎林 計

備 ﾡ

代未 満 範伐以上 藝木満 直メ上 ﾡ未満 商ベ以上

普通株
町r 

/o3 232 3/o /2 /夕4s 24

自家用林

L........ ......... 42 //
L

7o 〃
制 限 林 3 / o

土そﾡ

F備
小 計 /o8o ス43 33ヲ /2 /4/9 255

特用株

m ボ 夕

その他 //
• \

合 計 /687
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ﾡ金まﾡの もの は用新あ わせ 2 クタ7%の / 34.5 町T歩で 

ド .... う.・、 ・ .

あ り. 森林面積に封する 用炭林面ﾡの 比は 78 %てあ り.

これらは 西林業地るは名票村ヒ夫に 若ﾡを示す ち のであ

る, 。"

次この 樹位別書禮を オ 22表によ ってみると. 針十紫 才 

林の 首が圧色白に琴く、全ﾡﾡの夕4%であり、 2れは 

名票村の Pa%より非常に上廻った数値るあり. 製ﾡ炭事 

業の本村ﾡおいマみんい行われマい ない 二 と を示すも の て

ある。 針業ﾡの中, スは57ヒノは23%てあり、

ﾡ直でﾡしい辺おにヒむ名ﾡ小ﾡおをはじめ. ﾡえ大, 足

I
場丸太等の 生差さ れる 起を明確に示 しZいる ものである。

/町歩当り蓄ﾡは4○7石であけ. 面川林業地て最も大き

い。 川地お平均ﾡﾡの/町歩当りﾡﾡ322石よ り 85

石多い・ 会扱引ﾡﾡ引に これらを見ﾡすヒ ャ23表の如き 

である。 交ﾡﾡ來、 ﾡち新炭による産朱は. 走

求べた よ う に、 ソメﾡはかなり行わ?おりﾡ 前の

オ22表 オﾡ 別 ﾡ 横

...
樹

-..超伐、上下 

2--- ﾡ伐 未 満 u以上 当 割 合

ス ギ
る

23 5$4ふ /353oo 3 22 sd8 24 2

針
ヒ ノ ・

// o y44 44.224 /方5のO 22 6

ま サワラ $s s47 2タ /24 &797/ ノ2, a
アカマッ 4ss e 222 /o4/2 ク S
て ミ / ○22 /4 $4o /S$82 23

お

小 計
中***ナ *4はニェニょ:だ二"ゴコ中ラ・ロ出*イッtデ

ク ス ギ

2og946
ヒttピコtはやモーューア*な •• コtt=!出は十#

2so

2s3 /e7trttri^ーマォtおは+下コはt日*社*士はは打士ハー ・"**ィコロ

93

66o273

ダ3

グ4,/

o./
共 

片

■ -
2 夕7 4995 24/92 3.5

小 計 2 447 $28a 24,535 ヨラ

合 計 4284/3 2sa/95 <s6.6o8 /o。 2

オ23表 善通 林令親 别 面後反蓄積

4なﾡﾡ //o //ヘスo 2/～3o 3/〜4o 4/～o
i

$/〜6o 6o以上 合 計

針葉樹

研 

.2? s4e 22o 23o /e4 23 ス/ /247

« る 

709? /of4s4 /&528 /932 /e/63 3z00 3夕77/ 4320

直論合
%// /73 23s 3o,6 &,/ 勺/ 4,3 /ooo

な業掛

面 質 242 ダ9 /o / o 322

酋 ポ /e423 P4夕 336 夕 459 /7 22.4

合 計

s7/ ⑷夕 23o 23/ /o4 3 2/ /$89

・福
1 

/7$2218//3 $4577 /93773 olG43zow
ラタ454Y4/
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函充 ノち～ノ& 年の如きは 8322 *をこ える 生差額を 

もって いた。 しか し 戦後山ﾡ戻の経浩生ﾡの 先と 共にﾡ 

めマ4ープ・ レ4 バーの意用の場でしかあり得なくなった 

炭からより有利な質労化へとﾡ行しマいつた。 戦後 樹 

ﾡ該食」こいっマ、 玄ﾡﾡを針装ﾡに 多< きり かえるいっ 

たこY も . いかにﾡﾡﾡがﾡ益性に多しい かを物ﾡるもの 

であろ>。 そ故現柱の ﾡ崇 備株さ表よ り 理ﾡできるよ う 

r /○年以下の夕令林木が半数を与め, 治んご自家用ﾡ炭 

の 夜を でない 22.タ/4石 ほピのﾡﾡである。 植裁箇所も 

長沢、 売かなとのﾡいに点在し. 又ハﾡ部落のﾡに多少 

集田をなしマいる ﾡ度で天然生林で ある。 ニれに対しで 

業樹求部ち 用材林にあっ 2は 本村ﾡ業ﾡ造のﾡ幹を な し、 

多くめ 林ﾡ労働者 の企用の場となっ zおり、 優かな枝ﾡを 

等入し、務究なおこ を らす”、 ヘエ植表に余倉がない。 令 

列にみると, 2/〜 o 毎る 凡L そ普画 牀 針 業 オ の ﾡ 狼 全 体 

の半分以上を占め、 う4/8/2石である。 この全領は略マ 
*

制預及期令にあたる。制限枚 期令はﾡ箱 によっる異るが、 

ス、 サワラ, あっZはユ/～3与年, ヒノは36〜
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25年であ り、 それ以ﾡを直正ﾡﾡと ﾡす ろわけてある か

お>む2/へ 4○年は 制限代ﾡ令に あたるわけである。

又除程度の制限代期令前の令叙るある //～ス○年にあ 

そも全首ﾡの /73%あ これらのこくは東吾野林ﾡの 

健会 たるﾡ末准を物きる もの とい えよう。

本材における林につ い 2みるこ、 きめ最におけろ面

ﾡはォ24表のﾡく乙あ り ﾡ えば昭紀28友にい2

スろX、 名乗村あっでは /5 88 

町 歩値 林しZ いスが.. れに は は 

るかに尽 ばず、 ヌ面川地ち/2ヶ 

町村にﾡて も 中位」く下 の ﾡ林ﾡ横 

である。 しかしながらこれは本村 

の 人工林の 更新が悪いYいうこと 

友意味也ずしマ、略々 該町村に お

才24表 ﾡ林面横

年 度 花表面ボ

昭ﾡ24年
函

33./6

・ 27 ・ 3o. s6

. 2S " 
..............

2o. ク

.. 29 .. 24. 42

け る 林野面ﾡた 広どた 宝林面 ﾡ位で あ り、 スﾡに 青才

西 » 林業地帯ﾡ査研究資料才 2 ﾡに も のら マ いろよう

に・ﾡ林はﾡ)川地方を画じマ良好であり、 株跡地に植ﾡ

しないで枚ﾡし zおム こ こはない。 と し こ むしろﾡ林の行
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さすぢに対し2友為の声があるになって いろ。 尚24年 

以満の 造宿ﾡは教後昭々 22〜25 町T歩師線てあり、26 

年をピークビレマ、ﾡ々ﾡ少の形をヒつ2いる。 これに対 

し2苫面石横は明確な資料えら れなかったが、昭紀22

友は /3os 町歩 であり、 2 a 年ﾡは力 4.4キﾡ・ /月 

以ﾡは ﾡみマ あ る が約 6.// 町歩ほv 乙あろ。 スギの代 

ﾡは-銀3○ 〜3=年である

似ﾡは 普画横ヌ 山側に 忌倒し 2ﾡ友レ 傾斜地に ﾡﾡす 

るが、 これはも地方におい2はォ与図のなく輸(りん) と然 

せらル2 いス。ﾡに し z 天然ﾡ爆さと 佳林オレ トラック ■音 

そ木ﾡに よ り娘出す る。

井らUﾡ令 ^

森林生ﾡ核術におけろ余並びにﾡ点につい て は、 走述 

の *2 集により 詳缶 にのべられマい る ので、直ﾡを さけマ 

本調査 に おいマ は ﾡ有 形 繼, 竹有 主と o 肉書のもこ になが

めたい。 ・ ・

上本村に おける木生ﾡの 基ﾡた る 表林の ﾡ兄を、森 

林の 徳類易ﾡﾡ及びﾡﾡ那畜ﾡ並びに令級別 面ﾡﾡびﾡﾡ 

から みた わ けで あ る が、 これ ら は好何なる 竹有予店 になっ 

マいるだろうか。ネつ5表によれば、 公有林である 村有株 

は僅かに3.2み町歩のみマで, 他はひてﾡ為であり 本村は

然たる私有林地とはいえ、ﾡ人有にあつマは左才着 

のﾡ有は /423町歩であマ, っち 6/町歩が夫有林と 

なつ2いる。 ヌ 不左村的有面ﾡは 27 町歩を 有している. 

本村内 の 林野 /683町ﾡを /2o%Y し2スるならば、

ﾡ対山林メ有者のﾡは83,4%、不ﾡ村山林所有者は.

/6.S %である。 本村民が他に 片有 レz いる山林は共有 

ﾡを合めマ、 本村にある不ﾡ地主ﾡ有山林の約半今の/26 

町歩 (台帳ﾡﾡ)である。 芝れ故台他村あわせて 本村民 紡 

有山林ﾡﾡは /,S2ラ 町T歩となる。
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オ25表 メ在別 林ホ野子所T有形ﾡ、

所 

在 

地

ﾡ有税施 别

所 有 者

備希
伝村者 不在 計 所有有数

村

公有株 有林

町

3
..

3 / 台ﾡ面ﾡ / 町T歩

・

社寺有林 2 / 4 o /o 不左村きﾡ ﾡ 27一 

町歩は 台阪面ﾡ 

/2? 町T浜

合社有み
ス /

共有林 4/ 25 s4 s4

ク人有林 /283 24? /s32 3e5

小 計 /4o3 27 /4so テ7○

名 

為 

株

共方株 /6 -
/4 P J 両神. 梅ﾡJ 吾野I なごるにﾡ「左

1 3 ﾡﾡﾡによる
ク人有共 e //o $6

小 計 /z4 24 4

ょ

着

有

し

名 '

株

社幸方ま ・2
未ﾡ求

ク7
• 77

個人 有 林 /3タラ /33
小 計

ノタ2ラ ペ2兄

ニ・ 山林木所有の札造

東習野林業の ﾡ革のあらまし についでのべるY、先の共の 

一におい2もれた如く、 本村は元索ﾡ業、 表ﾡをまとし 

た、武蔵野の一ﾡにﾡ雄された平和な一窓村であつた。

荒川 の 上流名 栗、高ﾡ川流域の L 江只 の西うの川」よ 

り 末る林即ち 西川 林を産する ﾡ川地方は史実によれば 3oo 

毎の長さ に わたつ でっブい2 未た木林生ﾡ地で ある。 この 

高ﾡ r こ うたﾡﾡ野の林兼が ひらかれたのは、面林業 

の起源にあいまっで. 徳川幕布の ェ 南有 による御 用材の 

供出を命じ たのにﾡまる Yわれる が、 本村の 株業 も時 

富績豊かな宝車こしマ、伐株した用ボをﾡﾡによつて現左 

より約 24o ヘ7○年前の 元、ﾡﾡ代よ り ェ白深川 に 垂送す 

ることを始めたのではないかと云われ2いる。 川の 下ﾡ域 

では堤ゃﾡを破壊さ れる Y離題を つはて は全銭を ヒり、ﾡ 

に 許訟 となったこY は記ﾡた 多くみえるこころである。 確 

盛をﾡめた ﾡ流によ るﾡﾡも 経済体制の ﾡ次高凄化に も
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なう友通求版の発室とともに、 大正4年意野鉄賀の用里

より、 重おは鉄ﾡﾡ出にﾡ行レ 更ましい残のりの姿は 

高愛川からも消え2 しまった。

寛確年代 (/728～ s/ ) 本村井上 においマは 名主ﾡ昼利矢 

ﾡのころ. ﾡ主黒田氏より永の仰付があった。 ごれより約 

4○毎右のﾡ政年代に入り 森林の ﾡ伐 を禁じ. 造林にめを 

べさこ てが幕府から亜室さ で いろ。/8○4年文化の代に 入 

. ﾡ村名果では町田栄次部ほが台己ﾡ有の山林にス. ヒ

の苗 2ちP○○本を仕立て. ﾡ林の宏 ﾡ者 とわれるに 

至った。現在で は 人 工林で最も 古いのは /2o ～/4○年ヒさ 

れ2いる。 ﾡ月治初ﾡには 小林ﾡ三氏の 全盛時代る あ り. 22oo 

町ﾡから の 山林を竹有 しマ いたY いわれる いる が、当時藤肩 

かっぎによりﾡ出し、ﾡ後の仕寺師がもで本村の 林業労働に 

従事し ス越後市場にも本村ﾡをり疑ﾡを之めた。 その頃 

金家 に植林木 から 御用木 をおこめ、 数十人 という多くの仕辛 

師が出入 しマ、 ヌー 方高利貸に対する 有力なﾡ保ン しマ山株 

支求めらねた。し かレ 中期以後事業の 失敗から 同家はﾡ格を索 レ.

村の大山ﾡの 名は一変してしまった。 そし2に一部のも 

のの山 林所有 なっできつゝ あった。

ア・氏はコ・ジ氏に友るその後の大山持の /人であるか、 山林の 

育域にﾡを 用い. この対における ﾡ手入の 先覚者ヒ いわ 

れるVろ。 ヌ明ﾡ中頃まではﾡ表ﾡが王て、 ﾡﾡがﾡんに 

なったのはﾡ末期くﾡらしい、 その像特ﾡすべさこビもざ 

くォ= 大戦な かえる に至った、

総ﾡ近く 家京目ﾡの 車砲の / 中隊が村に入 り、’山旅を 枝 

探 し 製技工 場を接收 して 部威 の県 急用我 にあを らせたが、 

イ・シ民は、代ﾡを西上 し 部際を しz 生求. 搬出 m工の 

みにさせたのが、いまなおうっそうたる 林を保っ マいる/ 

つのゆえんとも云えよっ.

2公有林

昭和/○☆台帳面ﾡで 4町歩の込 林を村有 財達と し て 隣村 

ﾡ野村高ﾡに末めた. こ の 才有ﾡを その象 /。 毎余 植換 

育しz いた が. 従ﾡこ の オ有 林ﾡ理は村民の奉仕 にょって 

たなされでおり、 対中の人がこそつ2出で働いていた。 しか 

し平場であ り 遺耕地み 多い白子戻はYくに こを嫌った。
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昭和 2/ 年 8月に 3～42○○ 円でヨ初 東大 したものを 

山林プローカーに /32 ee。 田 乙売封した。

対v しマは、 しかし ながら 其本 財産 の ル受性を認 めで ,

/8 年に銀ﾡ市の 小ﾡ氏 より速林 した 株を / 町T余更入 レ た 

が、二れも向もなく新能ﾡ中学核の本合建染のために客さ

れた。 ・

その後 株欠 ﾡの契山を 買う き計画 が 村有 志によっ2す め 

られたが、距離的にきく ・ﾡ理上不便を さたすといっこ と 

乙 実現は さ な かっ た。現在村有状は ヶ3.2み 即•歩" 

(東面ﾡ)ある。 .

3 私 有 林 ,< •

・1)社寺有林

本京番野村における現柱の 社寺有林は才2 6表の如く, 

ss47 町歩であり. 二れはオ27表の全国手均社寺有林 

面績の 比率よ り極めてあいものであろ. そしマ本村におい 

2はこの中寺ﾡのﾡ横がみんYを台め 約ケ7 田T歩ある。

本村に おける 社寺に つい2 は認に の べたく ・ 他之 の 町T本

オ26表 社寺有面須
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そ 祭分筆数面ﾡ 名 株 今学炎 ﾡ 横

京神社 

諏訪神社 

ボ野神社

: 小 計

計

イ

/

,03

4

長念寺

寺

・

襲急寺 ス
町

2/ク77

家本寺 3 ・/53o

福偏寺 / / 45

2
. 

/

一
 

厶

夕

7/3/

ﾡﾡ //. 33

小> $<.P8

9社寺/タ $8 47

ャ27表.全国及び東野村社有阜合

名有林() 計社寺有林(B) B/a 時 点

全 国

西

/4,2○9 80O
/ gT

/62 2○○
4 戸 

278

東 ﾡ野村 /405 $a &.2 2タ/

にし非常に 2の数が多い のであるが、 ちの中でも寺ﾡの 

2に ﾡ受各ﾡ味があ るに思うのて、 こ>にヒリ上 た o 

てあるか. かっ2社寺有は大土共ﾡ有ヒビし、 律令制的主 

地地制ﾡの ﾡ壊を来らせ、悲ﾡ蔵立の ノ因をたしたか ﾡだ
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とﾡ時の 宇が会 く 異なる にしでも. 社寺有本がﾡ村に お 

い 2 ☆ﾡなる役ﾡを果すか、ヌ は社寺有ﾡを勤かす ものは 

誰かを 知 り おくル ﾡがあろ う。

泉意速人 を(表26号ゝ が認紀2る年 に定めやれ、各 

宗敖団体 が* 財事の 例•有・ 維持優用するにあたり、 具依的幸 

項を規定 せらた、 と れによる と泉教宏へは公益華業或い 

はこの目 的に 反しない 限り 公益外の ﾡ業を行うて ヒ がで 

去るが、後着の 場合には 益は 2の 泉紋法人ス は公株寺紫 

のために用 しなけれならぬ (と条) となっている。.ス 

ニれら o管理についマ は3ヘ以上の 責性役員を おき・ ち

/人は代表役眞とし、 これは互送による こくになっている。 

責任役 員 は寺み決定の権ﾡをも ち え、造理財産 の 他 目的使 

用ﾡ用を再びいまし めて い る。(/8糸)

本村社寺に おい てはそれに比レ 妃句なる ものるあろうか. 

戦前社寺有林は佳転の専断により, 布故資金. 自ﾡの生治 

賞に予ﾡを 組立 2えたが、 また 現在 たおいマも 実 的 rは そ 

ういうの もある が、 本 村で最 も 山 林を 有しZいる / 寺院 を

刷」にとる乙、 責仕袋長/の 名を住ﾡど 家 (/:9 割)よ 
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り送出しマ、代表役員を佐ﾡとして山本を専仕管理せしめ 

立木の植伐, 売買にあたらせマいる。 しかし実ﾡ的には/2 

名の中で とく にその面の経 験の あるもの が経営-切を まか 

せられ2いる。 准ﾡが表 になっマ最高言任者て ある 

こYは、 徒ﾡの如く彼の町になりがちほ因すを多分 に意 

とでいスが、 一応現在は /○名の責件長員がこの寺の森株 

22町歩を勤かし2 いる。ﾡらはオフぷ表の文さ人々よ 

なるが、 この寺のﾡﾡする大字の各ﾡ巻から /名*上送ば 

れ2 い るが、 なすレ も役呉 は部ﾡ性帯数にﾡU2 比ﾡはし 

そない。 ま た夕 らの 中には実ﾡ 的に本村オ ーの山持の4 ・ 

ン氏がい る が、 住ﾡの無 筋有 まで凡tマの噛ﾡかさいて いる 

にし2も、 やはり大山持のﾡ言わ は大 きいものがあろうと 

週われる。 耶ち山林与 町歩 以 上 所有 蒼は &人を占めZい る。 

耶ち本村に おい では当べのこと ながら注寺有林を勤かす も 

のは山林所有若で あるこYが、K 寺の 事仰 は 示して いる も 

のである。

宗ﾡ速人 去によ 社寺 の ﾡ才幸ﾡ入は 自らヌ 公継 ﾡﾡみ 

ためになさ れねばらぬ ことがﾡめ らマ\る二とは 前
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ォ22表 K責イ役頁 山 林画横 ﾡいﾡ 業

都 落
•

氏 名 山林ﾡ枝

・

ま ケ
42 l

林業. 森林担合民

ィ・ サ ノ2 74 林素, ﾡ業

ョ 住正・役場正 長

コ • ヨ :2 $3 株業.巻業」ﾡ便ぶ長

ノ
マ • ・ / /3 妹素, ﾡ業

ス • ィ 名 42 殺茶, 林業 , ﾡ師

下 千 オ ・ ウ -2 s2 木社会社役呉.春米

ノノ

,............

: イ・ダ 6 3o ﾡ 業 , 株 米 ・

中 峰 : +ミ 2o9 ﾡ紫 林業

ス"本 」•ミ s。 ﾡ材王

したが、現在本村においでは、表要, ゆ表なとのﾡ化造勤に 

立太処かの 依益が用 いられ・ 他目的ﾡ 用 さな い。経巻は戦ィその 

規模に も ﾡ減な と. 立太②ま 夕今 す る かえは トラック 担ま 

をﾡ出 して欠分する かﾡか をっ2いるが、ﾡ売は森林 

組合ヌは一般血郊業巻にし2, 入制を用いマいる。 この場

-8-

合栈木茸林など技娟 の 髙度を 要 求す るもの は責件長 員中の 

林紫を験者が人丈を依頼するわけであるが、ﾡ裁なビにあ 

つ2は 「お天馬」ヒい っマﾡ家の労働力ﾡ仕を させること 

が多 い.

愛する に幸有林が本村ヒ おいて異 す役割は他の個人有 

林の大ﾡ有者の如く、ﾡ米労像の春ﾡの場たり えず。 むし 

ろ寺自官のためのものであり、 しかも 「お天馬」 忘・を 

家に受ﾡする わけて ある から、 賀本主験の ﾡ去 しマ き2 い 

る 戻 に とっ マ は送憲なものではないマあろう か。

(2)個人 有 株

こ乙、 払右林中に おける 最も本村に おいで 大き をらエイ 

卜を示す個人有林にっい2、 他村にある(台 ﾡ画病 ) 許有 

面木を含めマ 本ホﾡの有規模別のﾡ横と所右者数を2 

8表によりみるY 全国水ﾡに比するY、 芝れほピの集中 

をﾡせておらず、 全回平均自合に比べで、 中経営に おいて 

比車高く. 両極大小経巻の車が低いこYがﾡられろ。 し 

かしこ >る注意しな けれ ばならないこYは、 これらの林
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ﾡ右着と 対ﾡの 立場にある的 2c。 の 多き 上上る無ﾡ有ﾡ 

の存ﾡすることである。 このこヒ は、後述す る 本村戻 のプロ 

レタリア化に喫連レ、 か>る山林 所r有 の ﾡ国 多数の 林 

労あ着が 右権 L. そのを用力 に依存 しるはじめで 本村林ﾡ 

の 成セ がみら2る ことを示すものである。

2○町歩以上の本才大、 中山妹所有着ノ与名につハスヌ

オフ?表 ﾡ有規ﾡ別村民林野面ﾡ並(にﾡ有着数

角•有規験、

個 横

締後

割 合
全回/合

包 村 他 村 航都数 面 ﾡ 対有者数

町サ以上

所 

362
町

3
所

$夕7
%

285

交

2o
外

ス3
7 

o

5o～20町す 288 3/s /e 22.タ / ノマ /

2o 〜/o 2クe /K 28く 2/ 2os 84
2

’ -

/o〜さ^ /sk /ク /28 2s 2 /5

ケ〜/" ノク // /s8 66 //3 27e 24 2/ ...... .. ..
/ ﾡﾡ下 マ シ s4 // 26 44.8 /S 73

」 /e /ラタ3 2く /ooo /e22 /oo,o /oo.o1

: 昭紀○年ヲ月現在

全ﾡ向合はEノ年(林業紀計要ﾡ /9s4年ﾡより)
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る に ・ 所有 面績は他に ﾡT有 しマ いるのを合めて 7/5町 

歩であり これはﾡ面績め$/4メである. 即ち 半分以上 

のﾡﾡが2○町以上の ﾡ有規ポﾡﾡ に偽左 していることで 

あろ。 これに対レ乙 ﾡ有 者は /e。 町歩メ上 ノ名, o ～ 

/e。 町歩 4名, 2○～ s。 町歩 /○名で 6./%となつ2
\ ・

いる。他木所有面ﾡは台ﾡ査ﾡであるから、実際にはもっ 

¥ 上ﾡっ た数値を示すことになろう。 これ は合回 歯合比 

ﾡしマみで. 集中の度が表向ミ少はいのスならず、 7村名 

緊の面横 <4 % 所右者 数/よりもﾡめマ低い。 二れ 

に対しで S〜2○町ﾡはﾡ績484町歩 3ク ﾡ右着 

数?名 2o.ノ%, もし /〜$町得を 入 で寿之る ならば

4642町歩46%, /ノ5名 シク/%でお 大所有店る 

に比レ率のﾡいこヒを端的に示しマいる。 ノ町火下ﾡ細 

竹右者 は布績において催か2,6 %であ り. 名果木では タ7

であつっで、 このﾡの/人当山 林有 宿積のﾡめマ 小こ ・ 

こ¥ な示すのである。

次に林野 ﾡ有 ヒ ﾡ ﾡﾡ有 ﾡ保 についマォっ○表により み 

たい。本村総ラ数ぷ白の 82 % にあたる 42ク白が
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ﾡ泉である が、 さの中 244やが山林ﾡ野を所相 していろ。 

二はﾡ家ﾡ白数の S7/にあたり. 名乗では 3s% 

てあり・ 会国ﾡ合ではケ/% (昭ﾡと年) であるかめ, 面

川 株業帯 ビレマ は併有 同係割合は高 く. 会国制合 と同じ 

程ﾡと いえよう。 林野ﾡ有者の ﾡﾡ地併有 のﾡ係は 3ヘ 

及宿の 耕地ﾡ有 ﾡが 63./ %を占め過半数を示し, 林野所 

有着の密慶は営ﾡ規ﾡの上早するﾡﾡをﾡす。 村内林野 

有者 ス44白は凡 てﾡ営の 大卜を 問わな け ばﾡ業経ぎ着 

であり、 名采村では2%であるところか今そでそﾡ川林 

素地中でも特翼な変名示しるいると尽われる。ﾡ地所有着 

花 一 自作がイー白小作若ヒレマ考えるヒ、 ラ47%てあ 

り・ 名果のa6% より非常に高いﾡ合を示すのる同様で 

あろ。 尚本村における専ﾡﾡ家ヒ目される2白は /〜$町 

林野所有 石である、また 林野所有 若の 中る 平均料 地ﾡ ﾡ の 

ﾡも大きハ 階者片 /○～2○町歩ﾡで /白平均 S7 歹で あ 

り、 次ハで5○町以上ﾡの 今今烈であるが、 本村rにおいマ 

は名果なピYﾡな /e～2o 町ﾡが後で も同るようにフ。 

ロレクリアィルも進み、ﾡ地経営規横, 好レ的意咻での 山林
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ﾡ有を適番にﾡ持レ, 中ﾡ的存在を示 して いるのるはなか

ろう か。

次に林野所有着の所ﾡﾡ成をみるわけであるが、資料不 

備のため に所得ﾡ告に基いマ役場当ﾡで 来定さたﾡﾡ2 

グ年凄村氏ﾡﾡ税願語によ り6区今しでその 白数構域を み 

たい。それによるビ (/) 2○町歩以上の本対大中ﾡ野所右 

着はﾡ /oecd月以上の店ﾡで ある。 今ボ袋階骨 よ り 生

ﾡﾡを知 らL とすれ ば、 ノっo, oo。 円ちかくの人 ナ・タ氏

ォ3 I 表 林野所有規引村ﾡ税構ﾡ
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はﾡ従順位2位でﾡ税願 /olzs。 円, 25年ﾡ村氏微由 

告者に よる所得ﾡ細では山林ﾡ得82.ぷ メ, 給与所得々8 

%. ﾡ業所得2.0%、 その他 計9/2.226 円で 

あ/, 左倒I的に山林所得が大さい。 この 階層の 中でも 珠に 

5○町歩以上の 大山林所有者は 言株業 を 営み . とれによる 

ﾡ得が非常に大さい。 しかし, 22～ぐ○町歩の中山林所 

有者になるヒ、 2, 3ゅ人々は林所ﾡが 8o%以上であ 

るが、 他は何れも5○ペ火下の申告であり. ﾡ業ﾡ得の自 

合が多くなっマくるが、 サラリーマン 階層即ち故 師. 銀行 

眞 官公史などに上る 勤労ﾡ得の生車が素者に なつマいる. 

刷l えば順位ヶ位ス・ ヤ 氏の 申告による こ. 絶与ﾡ得 ぷo% 

山林竹得/2夕 その他となり き計433,/38 円である. 

林野所有に 46 町余 (実ﾡ横) て, ﾡ地は 7夕7家、ﾡ素 

はﾡ師である、 ⑵本材林野用有の 中核的存在で ある s～ 

2○町歩は村ﾡ税/ooo～soco。 円 の 階層 で あ る 今 

/3町の林野を所有し. /oooe 円に最もい /o3/O円 

ﾡ党者のナ・ ヶ氏の竹得申告をみるヒ, ﾡ業所得35α% 

総与所得. 山林 所ﾡ共 に3ュ3% 計 ノ23,896 円で. 納
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税順位3ら位である。 この階ﾡ中特に /○〜2○町ﾡ所有 

若は 数白の 山 株所得 の比室主のﾡい もの を 除い マﾡレて ﾡ業 

所得が多く なり 78名の 体省生ﾡ者 がいる外 ﾡ林業 

煮業者の引いのが目立っ。ﾡ峯の表地併有ﾡ係からﾡに知 

られるように、 /きり平均耕地面彼は与友7放る、 各階 

層中 で 最も大きい. このﾡﾡは本おにおける 経済的安達ﾡ

昼と見ることができる、 今〜/○町ﾡでは山林所得の 52 

%以上のものはﾡか 2～3白にすぎず 濃業 所得よ り をし 

ろ勤所得に依杉 している。しかもホワイ ト ' カラー労仰 

つイも かえ筋向労働レ マくる のがめだつ。 (3 小山林乃

ﾡ愛細山林 所有 者である 今ﾡ 以メ下のﾡ層をみる乙、 ﾡ々

ワ0% の人がこの階ﾡの 中 の ﾡﾡ S○0の 円以下 納付者 で

あろ。 今所得車告をみると. /～町歩所有の 告○○。 円

「に暴も い 納税額 今02○ 円のタ・ジ氏をみる 給与得 

/eo%xなっマおり 2sつク○○円である。 山林/町ﾡで 

農地5ス与訳. 祭場動である。 また /町T歩以下番の/222 

円/に最もい部党額オ・キ 民は山林4該歩、 表地3交8ﾡ 

て、ﾡ業所得とと»らと円であり、 林労務に服しであ労所 
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得が昭々 ﾡ業所得程定で ある。 /〜 5町歩ﾡ ② 専兼 業別表 

家数をみると、 専業2 オ,ﾡ業業2他を業8 従賃労6 

ォ2ﾡ楽糸主他差業 ノ/, 主領労3夕であるところからレ 

2も ﾡ業依海凄ﾡく、 また賃労働による生ﾡﾡ持をはか 

るもの が着 とく多い. しかもごれら勤労者 ﾡ昼も 筋内労位 

が非常に多いこ とはﾡ偵である。 本ﾡ中次での小製校工場

有者 2白も二のﾡﾡである. ﾡ細所有 若 / 町T歩以下 督 に 

はオ,ﾡ徒質労/5, オ2施主優先 タク, 主他差業5で, 

山林得者は /4や 中ﾡか s白に すぎず、ﾡんどがﾡﾡが 

至質労ﾡ者である。 所得総額は；ZS 万円程で あ 九 多くは 

/0今円台である。 このﾡﾡはビくに本村労ﾡ者化の 特色 

をなすものYしマ認められる、 生産手段を殆ん じ'もたない 

山 村ﾡ 戻は山ﾡ労みに 労仰カ を供給し 或いは 郊 へﾡ労 

ヌはﾡ員労ﾡ 考働力を ﾡ供する。 そしてそうするこヒが 

終らの生ﾡを安差セ しめ>る現状にうる. ﾡ耕地 は従っマ 

主たる 生産 手ﾡではなく、 自家茶 図的非産手ﾡ といて 

乙も よい。

以上太戻ﾡ ビ 林野所有規横 ヒの 用保を改る に、両者 は解
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行しマおり 伝額請ﾡ着はﾡ組所右者であり、 しかも白数

割今は高い、。林野のﾡ有規ﾡは村戻のﾡﾡを知るにﾡレた

指 才 ヒ み てよい。

今ﾡ急ﾡを用いて これまるのべる未た個人有林の経済的

ﾡ 肉係 を示すならば、 オ図の如きものとなる。 可ち正二

等切三魚 形は所有 白数を 示す。 本才に おけろ 中山 林所有ﾡ

g 図 '山株所有ﾡ督にた所得依存ﾡ

2o 町T歩ﾡ と 

しマ、 そル以

下 、それ 

以上を大山林

ﾡ 有階ﾡとす 

れば、 ハ有

ﾡ宿ﾡそ の 

数ヲく 巨大 

山 本戸有ﾡ局 

はﾡく 催か マ

ある。 こに
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対しﾡの如く. ニフのこ等辺三魚を語みあわせて. 所有 

面横についマ考えるて、 大山 所有 階ﾡは非常に大で あり 

小山林所有ﾡ層は無さに等しい。各階層 が 主要■切■得源 を 何 

z依存する かの ﾡﾡは この両三ﾡ形の 組合 ピにまり ﾡね紀 

ることがでゝる。 頁ち大山 ﾡ有 ﾡﾡは 林ﾡ家 としzのﾡ 

ﾡが大都かを占め、心 は 後業ヒ 復付報酬で'ある。 中山林的

\

有階ﾡ付 山林ﾡ得 は分Y 大山 本ﾡ有 =比ヒレﾡり、 林業労 

めたよるﾡ得が少レ入り、 表業. ﾡ真労節によるﾡ得が大 

きい。 小林乃至ﾡ細組 階香で ある下ﾡのものは、 ﾡ ﾡに 

よる ﾡT得は会 くないヒ ー応寿えて よく. 林ﾡにはいうもの 

のそれは山株労働による得の雑持者が多い。 このﾡﾡは 

林ﾡ以のﾡﾡ、 勘労ﾡ得ﾡ層ごもいいうる径それらの所 

得者 が大さい ニと が ﾡ味に うかがわれる.

次に 林野のﾡ有形成に っいて、 ず本村における 大所有 

ﾡである 2○町歩以上のもの /方名にっいマみるヒ 八てそ 

次の翌に分れる。

' )

ﾡ3徳川 喜は 幕ﾡの政ﾡを奉漫 レ、諸候の 版ﾡを
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返愛したが このここﾡ史的にみる従索の 封建的土地所有 

・
が解体 したとこれで いる。 二がﾡに具体的な予を 匕 り、 

・治5年 (/872) に地券制友設ﾡYな ゆ. 8年山林ﾡ野官 

民有区引標準を作り、 土地官民有区今をﾡﾡし /4年同 

区今の 実がﾡ 了した。 本村に おけ る 赤野有 の 官 民有 区 

今当時、 旧家の如=村の 上骨 ﾡ報であった ものが封ﾡ的に 

山林を所有した Cかﾡいは夫有林をその 当時個人持 山2か 

割しマ ﾡ有を確立 した等々によ り 官民有区今も 時ﾡに林野 

所有 が確立していたものなこのタイプヒしマ寿える。 官民 

有 区今以前狼 らがいかにしで その 株地をﾡ有 したかその示 

因 勤枚 2ついマは、 究明すべさである が. こは微日ゆ 

ずる こY しマ ーﾡ官民有区分後にっいマ タ4 プを会けて 

為えたい。

二の タイ プに属するものは 2o 町T歩 以く上にあフマ は8名 

である、 この中でも拡大型と 停帯型近びに 少型 とがある. 

抜大型は僅かに /名即ち他村にある実ﾡ横を入るヒ、本 

対の最大の 林ﾡ有者て あ る 東組の ﾡ林集家であり 森林 

組合長である イ・シ氏である。 氏のﾡ有ﾡ展程は先々代 
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が名主をし2いたが、 ヌ 月時に 未 商師 を しマ巻々ヒ貫本を 

ﾡﾡレたが、 木林業は行わず 走代も引続さ山林経管オン 

リイ で現左当主に つづいた。 最株 両神に 8人ﾡ共有林 

を求め 血坂、肉保 である疾べ市マ・ セ氏に 細部の 管理を委ﾡ 

し2いる。 本村における失面ﾡは7853 町ﾡであろ。 旧 

末よりの 株野師有の 着 し い増攻な 認められなかった 停瑞命 

なび有着は 今名存する. 彼らは凡て育林家であり、 中ノ名 

は教師をﾡなマいスが. 他はﾡ業のみを営んでいる。 山株 

竹有の確立後、寺業の失敗なビによっマ林野を失ったいわ 

ゆる帽少型のものは 2○町歩以上にみ名いる。 その中の/ 

ヘコ・ ヨらは現在揮ﾡﾡ長をレマ 5o53 町T歩 をﾡ有し マ 

い る。 コ家は旧くレで大山林家であり、 前はノ5○町歩 

もあったていわれたが、 先べは対長, ﾡ会ぎﾡなYを対わ 

こいた。 泉ﾡ は他から 得住して来ちに いう こてである が、 

この家には企ﾡ家的才能をもっ人がﾡり, - 時栄 えもした 

が事奈の 失 敗ﾡで 現ヨ民のべにっ て から は増減はない。

さで、 以上は(D) タイプの 2o 町歩 以上の ﾡ有 若である 

か、 2○町歩へS町ﾡﾡは(かになつマいるだろゝか。こ
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れは44の的有巻がおり. ﾡ大型はみスれず、 ﾡ滞翌37, 

縮少型 & で圧ﾡ的に 先々べあたり より 即ち 明想の初ﾡよ 

の 山本ﾡ有者が多 い こ e が分る。 箱少型ﾡ有着の 下ﾡのﾡ 

国は、ﾡの不振. 火災による家 財消 失、 酒の左めのﾡ賞 

たの た めであ る。

(ロ) • •

李業により山林購入資会を得で、 それを畜ﾡし、 かたわ 

ら高ﾡ等の金融業によ" 更に資本をﾡﾡ、 ごらを1林条 

中に向わL めたるのを一応(I) のタく プヒ 寿える。 二に 

は 木お条型と ー 微曲 業 理 とが各在する。

今2o 町歩以上の ﾡ有着に っい マみるに, 木材集型 ノ名 

一4 事素 型 a 名で ある。 前者ﾡは本村内における 林野所有 

におい乙現ﾡ道位を占める森林組合卑みの篤林家ナ' タ民 

がいる. 森林調査簿による村内ﾡﾡは /e5s5町Tであろ.。 

ナ・タ氏 は 木 オ rz お い マ は 締な 才木ﾡよっマ、 主そしマ 

林をﾡ入 し2発属した人であろ。 先々本は萌治初ﾡより 今 

と○年ﾡにかけて東き野 - 川越 - 午ﾡに 翌る「ﾡ流し」 

を素uし 名主名かねていた。 次い2生べに至・ そのﾡ
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横 舞本 z よ り 全賠業 Ζ至 気屋 を 営み, ヌ ﾡる を大さく 行い 

対ヒしマのﾡ業資本家を確立した。 現べ夕云はﾡ乗対マ家 

より養すにさたが、ﾡﾡは有続税るﾡらしたか、 対としマ 

はさの 経理にた け、 しかもﾡ直性のある 気 から 森林組合 専 

ﾡ2ﾡしマ いる。

祭者の -般事ﾡ型のﾡﾡに目される へには下長沢のオ ・ 

デ ヒ 間1ﾡの オ・エ戻こがある。 デ氏の先 べは っこに事ﾡ 

お ごせ
家とし2の オを有 し、 起生 た 全 子銀行を 創l っ たが. ﾡ知初 

期の飛恐ﾡ時に ﾡれ2 しまった、其 旅 武蔵野鉄量 の 直根を経 

才長にもえらばれた。 現デﾡの代になり、 株欠点ﾡに接資 

したが矢敗し 鉄父の山株をﾡ払った。 現在ﾡ業を営むか 

たわら 6. 7/ 町歩の 山牀を逐営している。 工民の 先々代 

は片ひ きを仕事ヒしマいた。 即ち ﾡ能市場 •ヽ 木炭 を 重び ¥ 

の帰り車に食料を横んる くるという高ﾡﾡ画の 一手俊をき 

時業として着していた。先代、は援旅的気性ヒとみ、為に殖 

ﾡ金ﾡに失敗し たが:現栄太部民は山な 伐株し た 資本で 

夫有山をﾡ入レ. ヌ多少の条林事業をも行ったが、 しかレ 

この事業によっ 29 く の 4益は之られなかつた。 現左 Js



-S6~
町歩あ る ・

() タイ フに おける 2e へ 5町歩の 中 山 林ﾡ有 者は い かよ 

うてあろうか。 木桜茶型与名。 -般寺業型よ名,てある。 木 

がﾡ型にもお木愛. 東求業, ﾡ流し兼、 或いは木桜業と商 

人との兼素等があり ヌ多く この (I) 型は浄を まぬかれ 
・

ず、 こ2に山林ﾡ有者には二れが多い。 そのため山林を 

手離レ下降山林家にるものもいる。 一般事業型は主Yし 

てﾡ看ひいては手復物ﾡ・ 或いは 商業 たより、 そのえたォ

有を ﾡﾡ しマ 山林ﾡ本 とはした。

(I) .

一応の株地所有の ﾡ地はあったが. このﾡ横においマ差 

ﾡ大さくはく. をレろ自己の 方働力 によ り 烈老地主よ ・ 

山林を ﾡ入 レマ、 除々に笑に山林の 兼 櫛 を行ったものを 

(T) タイプそレマみる。

2o 町「歩以上 てこのタ4プ に橘す るちのは4名いる。 須田 

候太郎氏は いい伝えに よれば ﾡ川市ﾡに は銀治ﾡを レマいた 

が、 々べは山林を採し林木を売払い、更 に地所を増加せ 

しめたが、 はﾡ者記をし、当主 は カヽ 堂族小 長で ある;
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コ・マ民のﾡ々代は当時山林はﾡかあり、 育林謹■管 をかし 

く営んるおり オﾡにたけていた。 宏 代は 小学枝教員の 座 

実なﾡを歩み・ 当主は役場 助長 から おこれて 村長 に な り、 

をのﾡﾡはかわれて い る。 梅図村に 山林を 安少 求 力 現在 

大化レつゝあろ。 オ・セの先代 は村長、ﾡ協ﾡ合 長をしマ 

いたが. 振ﾡの 所有 は4〜 今町歩星度の 僅かる あった が、 

との後林ﾡ経惨をよく行い、 山本の畜ﾡを図つた。 ヌ木炭 

ﾡもしたが、 収をはうす かっ たがﾡへ に 控取さ れる ここは 

なか○た。 現セほのべにでり、伐株のかたわら本木星を営 

み、素材売も少しした。 カ •タ氏 は 早く 亡くなり、 現在 そ 

の妻が山ﾡ経営者になつ乙いる。ﾡﾡの場合は本村では交 

際を少なく し、 ス村民-般の同ﾡ的能ﾡに よ り 山林含伐な 

ごを来さないるすむのて、 増減 は: も、 い が、 蓄積 は大 となるよ 

う る ある。

ス○町歩以下の (I)アィプは3名であるが、 ゅはﾡ師 

森林組合 登勤みし、 サラリーにより ﾡﾡ した資 本で 山 ﾡ 

の 集ﾡを こころみマ いる わけ 乙ある。

このように 東番野村 に おける 2o 町「歩 以上の大山 林所有
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若近びに 5〜 a。 町歩の中山 林所有者 2っいマその 林野ﾡ 

有の 通ﾡを みた け で あ る が、大 山本ﾡ有考 にあっz は林 

野のﾡ大の力に向っマ いる人々は (I) (I) 近びに (孤) Tれ 

のタ4 プなﾡ わず、 催かス3名にすぎない。 しかしヌ下 

降に向う人々も少なく, 大まは 先ﾡ伝索の 株野を 多少の 増 

ﾡはあるが、 2のま 所有 レ→つけたものが多い。 育林兼 

<本材業兼ﾡによ ﾡに山林を朱中也し めて い く の が、 わ 

が国林ﾡ発展 快の一特気であるが. 本 村が この傾向にみし 

2いろこ とは注意をひくそ ので あろ。 本村育林泉にﾡ然Y 

レる 盲林の *た主力を注いでいるこ乙は、 ヌ生速の大半の 

者か古くからへりもしないしふえも しない ﾡ悠に おるこY 

にもﾡ車レマくろYく思われるが、 育林経営のスでの益迫 

求は従っ マ木桜ﾡﾡ業の 場合に レマ微滅なも の てある ビ用 

われる。

2o 町歩 以下 の山 ﾡﾡ有 ﾡあっては (1)(I)(I) タ イ 

プを置じ マ 正ﾡ的に 土地官ﾡ有区分も時よ り 「桜 り も せ ず 

増えも しない」 ものが多い。 スこの支記的中ム林ﾡ有者に 

付は事業糸兼の (エ) タイプが多い。例えばﾡﾡに製材工場を
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も 支見滝沢郎 , 又本村で 製ﾡを いとなむ 支見ﾡﾡ氏 

がいる。 面者Yもに 8町歩余の込林ﾡ有考である。 一般事 

業可ち本村にあっで片巻委, はたおりなビの専ﾡも これら 

の 階石 のものは手空く行っマいる。 (I)の型にしマこ昼 

の人々はを しろ 労の所得に より着実 に僅か ずっ ではある が 

上尿的型をたどっマ いるのがうかがわれる。 しかしな がら 

この唇で は育林ﾡを 主体ビするものは更当 らず、 常 r ﾡら 

かの取業ヌ は圭ﾡな 3 ち ・ 不時の 貯蓄 的袋割 をもつマム林 

依存の 本旨に 考える 傾向が福 い。

与町 歩以下の 小乃至零 細ﾡ有者 にあっ マは、区分時に ﾡ 

有レでいたまゝのものとか、 共像 労ﾡ所得等に ま り 株々に 

僅かの 株を個人 有にしたも のマあろ か、 育林は家 内労命 

により・ そのﾡ帰は内転入ﾡﾡにしか兄られす、 経巻も 

ﾡっでﾡﾡ化される 傾向が ある。 ささにもみたようにこのﾡ 

は・ ﾡ員労ﾡ刀至 は筋内労働に っで 生浩をﾡ持する と 。 

多く、 二が/町歩以下の感組山林所有着になると 林労 

即ち 筋内労が 多u 傾ﾡにある.

ホの 約半数を 占める1 林無所有 若についマ。 性格はﾡ夢
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であり、こ » 乙-応寿察すべきる ある が、 後ほそに一し 2 

速べる こそ にする。

(3) 本木山林ﾡ有着の他ﾡ所有

役場の 登認土地台 ﾡにより, 本村戻の 他市町村へ の林野 

有の状況をオ3 /表にまりみると, 今ス5ﾡより今町3

衣までの規ﾡの夫有林ﾡ有8件計/5町与スを含め2、7タ

件ノ2S町 5友 8 畝存在する。二らは凡て 同ﾡ内に ¥ ご 

まり、 ﾡ接 町T村、ことに み票 のﾡき絶』村ではた 42 ﾡ山 

村町ちﾡ業を村の 主ﾡ業こすろモ呂 等の 進出が特色 があ 

る。 しかし左ﾡ的にへ徳、、風ﾡ部落にすぐ、ﾡる梅国, き野 

のﾡ出が大きい。 市町ﾡ左/2今町歩のうち 73.7%を両 

村に 2占めでいる。 件数に おい2も 略々同じ 割合 で あ る。 

二は梅圏Yは峠一つをへだてて、 占 く よりた之ず佐さ 

する ﾡ係に あ り、 現在で は格図の 林業労島者が 多く長潔方 

面のお株等の4事に徒ﾡしるいる。 ﾡ野への出も月株山 

つづきであり、 衣通の便知さヒ有ﾡつマ、以前はにのべ 

たように、一 時は 対倉林 まで ・野に求めたﾡであ→左。
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ﾡんビが同果同郡地おで あるが、 株父央地 山杯に も年 

当村の大林所有着 の進出4がめぢっ。 ニ>に上した 数信

は 台候面ﾡで あるから、 スとも2〜 3倍の 実面ﾡがあ り

オ32表 太対山林所有者  の 他市ﾡホへの 進地

ﾡr 左 地・

件 数
•

面 ﾡ

e
\

市 町T村名 実 数 ﾡ 合

入向ﾡ 高ﾡ村 イ
Br天 赤ﾡ 

/,4・ /・/2
%

イ /

ﾡﾡ市 3 ノ、4、 2. /6 / 3

名果村 /• 4. 2, 28 o3

ﾡ市場村 / 3.Sく o3

高ﾡ村 / 2, 2& o o

毛セ村

一..

・ /z, . &. /7 /。 4

指明材 ・32 $ s.9 2o タノ夕

吾野 z 38 6. 3. // 3o み

株欠ﾡ 大ﾡ / 2. <. 2 7 2/

面 神 対 / /3. <. / 2o /O, 8

計 7 . ノ25 今a,3 /oo, o

誰: 共有ふ./ケ町5友2ﾡス/ス歩を合む
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ﾡっ2両ﾡ村の面ﾡも大さな こて がやられ る。 両神におけ 

る 山本は地元の 山 林所有者 ¥ 組ん だ共有林で あ る。

復場 のル抹台 長か年 次別 登記 は、必ずしも そのﾡに購 

入した その ¥ は (われだい が、一 応の 指標こなり得るのて 

大正ノ。 年 か ら一見し たい。 昭ﾡノa 年まては年/〜2件 

そ面徳も 少い が、 /守に大正 /○ほか夕 昭初 2ぷ年の中 

の酒半数の ク 7件が あり、こ れはﾡﾡ処理上の ﾡ由にもよ 

るが、 こもかくﾡ偵そ47町歩を数える。 /4年以ﾡ絵戦 

までは /2年前よ り ﾡﾡも 件数も 多くなっマ =こ いる。 

殿失は件数 も与年 /〜夕件を示し. ﾡﾡみ、 たと え昭知 

27年には /タ 町T歩 を調入し之 いる。戦前の /4～ 2○年 

め当時よ ッ 3 うの 主地ﾡ入 割合 マ あ ろ。

今ワタ件から共有林をﾡ引き、 世常号uに 麦理 レマ 内所 

有 の 規棟 別にﾡ外所有 の 規ﾡを みろ乙 5o 断T歩以上 の商 

骨で は余、村外ﾡ有も 本村ヒ しマは大=く. 最ﾡはノワ町 

歩であろ。 しかし 大所有者 今白凡てが ﾡ対に u林をボ めマ 

いるわけるはな く、 台振数るはあるが名票の ﾡ一有末 た 比
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ォ33表 才内妹的有規ﾡよりみた方外山は有規求のP数

. 村内規求 

村外場及、、 50町歩上
圻渉 

2o〜$o /o〜2o
・・

/〜 ぐ /町歩以下 計

/ 町歩下 4 6 /2 ノ/ 3

/～ ヶ 町歩 2 3 3 /$

s～/2 "

•
/ 5

/。 へ 2o ・ 2

V

ス

2o へ め, o

き計 4と a s ノ s4

ならば、 その白数は大であ, その面ﾡも割に大きい。 / 

へS町歩, ノ町歩以下ﾡをみると、 他村進士の割合も少な 

く、又 而演を 小 ざい。 中山 林ﾡ有着 が 多 く 村外 山 林有 考 

しマ 進出して いる こヒ は本木の 本外地主の 特点 と云える 

であろう。

村外ﾡ有は 自村ゆの 林ﾡ資本 で以マ、 この桜にかれマ、 

ﾡの市町村より ﾡ受けたもので木材未資本スは企業換木 
・ ,

は少ない。 前者の好例に井上正太部氏. 後者の それ は現在

し小こいが. /o～S。 町歩ﾡ をも合めマ 村分外所有 をみる 奈材ﾡ者を 実に営む木材ﾡ着の 小車き氏があ ろ。 ハ J)
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氏は本村には / 町歩に も みたないﾡﾡ しかﾡ有がな いが、 

そﾡ 山には台合 帳で 4町歩 あろ。

外所有 の規横によっで、 村内における 唠眉 をみると 

/。 町歩上は 本村の 大 山 林的有 着で他べたる 有林地主で 

ある. ﾡ林資本 よ り 民にﾡ地ア 呈は江接の 山林に拡大し 

2ゆく タイつであり. おの 上層で ある. 5～/○町では中ﾡ 

山株所有者て、 そのハ中/名はﾡ師、/名は村ﾡである分は 

6～3スの自作表であ 育林を一家の左と しマ いるﾡ層 

である。 /～5町では木材素ﾡびに肉連企ﾡによる資本ﾡ 

横にょっマ進出したそのが2, 3昼り. ヌﾡ長労僧者も若 

干見られるが、 ﾡレで 小ﾡ香 てあるこ とが理ﾡされるが 

債極的他村出の 地主ﾡ管てはない。

上 . 本お山 株有者 による 他地主進 出 を 花ﾡ した わ 

けであるが、共有によるﾡ有 ケ町歩はYくに特徴はだい 

が、ﾡも大きい のにお長である小峰正まほヒ森林 合 常 ﾡ 

め夫有の4町3スで格園にある。 いマ 有林ﾡ本 による, 

小面ﾡのﾡ進型でﾡﾡの 山林 資本 のﾡﾡス至は表前激 しい 

山林へ進出をﾡつ2 芝た が、 戦袋着 実に ﾡﾡされた育林質
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本が、 辺ﾡ地へ しかも 前 よ は大さな面ﾡをボめ しビし 

つ、ある現実てある。

(4)共有 坎

共有林は 東吾野ﾡに おい 2 は、一般の 山おに ビし マ 少く、

3 件. S8. ワ 6 ザT
才34表茨有本の共有者数別件数ﾡ復

であるが、 3表の如 

く 2人 契名夫有 山から 

/6 ヘ き名夫有 山まで 

ある。 しか し実際の共 

有林ヒしマ は土場を除 

いて /5く持までマであ 

る。前者 は ほﾡ的に そ 

の件数か多 く2s 件を 

占める。 今土 場を除い 

た 34 件の 共有 林つ 

いマみるに、 そ所有 

が単に 名儀だけ便宜的

共有考数 件 装

1
ﾡ 積 崎 考

2人 持山

西

2 28

3人 " 4、s/

/ 2,/4%

7人 " / 4. 95

9 人 ・ / ・ ○2 土 場

// 人 " / 〇グ 土 場

ノく " 2 ・ (o 主 場

/ / s4

/&く " / ・ o / 土 場

39 $8 76 土場き計72
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に今れでいるも、 金線等の 資保るﾡ一 数と見られる も の
・,

町ち形式師ﾡ有 と、 ヌは 同一白数で あフても 実際は夫有ﾡ 

ﾡ有を ばし2いるとヌられるもの、 ﾡち索ﾡ的術有ヒかあ 

ろ。 3く上の 夫有 たにあっるは凡て実ﾡ 所有 てある か、 

34件の 8ﾡべを占与める aく 持共 有ﾡにあっマは、 キ数ず 

っ実ﾡと 形式 の 所有 がある。 しかし面 須 お いマは笑 ﾡ所 

有が //町歩大きいが、 年におる共有林形灰 が単 rに 

&感のみた 行し . 実際は会 く庫一の 個人 有ﾡしﾡらない

才3ち表 共有才有の 実 形式男

、エ. 実 メ 有 形 式 所 有

件 総 件 数 面 須

2 ヘ 持 山 /纟
町T 26 72 ノ“ ノ$$く

3 6, a/

告人 " / a,/4

/ 49$
1

/勺人 " / / aど

計 2o 42.48 ノ4 ノs 54
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も のがﾡに 表い こ とを知るのである。

かつ 2 の 本村における ﾡき有本が明ﾡ ノ 7年 (/ぷ84) 3 

月の地ﾡ余 例I制ﾡ当時に おい マ個人所有rに 名係が攻更さ 朮 

たが、これ はﾡﾡめ 本村の 共有林が自然村の 部落有的性裕 

が崩壊 して、個く有的性格に転化したこYを声味する。 現 

在 紀然たる 当時のかゝ る 共有林ヒ し マ 法的に 登記さ 水 マ い 

るものは: ノ5人持山/件しかない、 名票才にあっマは、 

部落相 的性格の 笑有 なが、 ノ2～3あるが、 この村ではとに 

か く 盗代的山林所有形が明ﾡの 初ﾡにおいて確立 しzい 

たこみら れろ。

現左 したがっ マ 本村に おいマは、 然たる共夫有 林の す が 

たは見出せないが そのかっマの面影を紀る上、 /5へ 
ノ ー

若山 ついマﾡ見したし. 二の/5 人ﾡ山 は東組部落の も 

ので、 現任は戸数が増加しマ ス/白あるが、当時/与白で 

あったさのが &白 夫 / 口ﾡに 所有 され. 例え家のものが 

死亡しても ノロ式はその表 付の 財産ビしマ 離さなかった。

えは興狼寺の 隣りのイ ・ ワは 行 不明になつたが、 そ
• ・ ・

の ﾡが これを引 継ぎ、かく の く - ﾡ この ﾡﾡ又は破ﾡ 等
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の宣大事におた でも部落有割もの ノロだけはﾡをっす 

に現ﾡまで海置ごれた。かく 現在まで残移さ 九 た理由は、 

ノ ロずっ各白にあ れば ・ 自 家 新炭 林ヒ レマ ﾡ利で あったか 

らである。 ※の後も面績は指波はく、 /くの中で育林枝 

行にひい てている 若が とくに主だっマ この /5 人持山 の 手 

入をなし、 他ではスら れぬが個人有林に全く同じように立 

※な炭本なみでいる。 下刈は ノ年2回で輸香に、 波打は全 

部で行つ ている。 そしマこ れは 自 家用 林乃至は 用材販売を 

与 し ﾡ益 を株げて いる。 ノら人の 共有 林 = 対す ろ 経清的 肉 

uは殿後各透= 依存度 を高め2いる。 この 共有林が現任に 

いたる を 平寺的竹有で あるこ は をの 配うう宏に おけ る 

「立木 売 関契的考・ドにおいマ 具体的に B確に されでいる。 

こは樹着スギ, ヒ て大正代に植株し・ 昭知2み年に 

結レ ﾡ能市の本村ﾡ佳の製素着カク=銀材KK の茨 

見港治部氏に突今したものである。 ノ与名の中には大山林 

ﾡ有考 も ずりﾡ爆領所有ﾡ も い るか、 そのﾡ分方支"経営 

方速についで は会 く 子 等で あ ろ ・

しかし こをも つ2直ちに 本村の他の共有林の経営、管

-109-

理がくム ースに 

行われ 2いろY 

い うの でははく、 

をしろ 共有 に 対 

し無肉地であり 

そのま 放愛 し. 

ﾡ1用状兄も 活い 

状ﾡ にあり、 ﾡ 

着の愛いヒなっ

ている。部落有 

的 共有林外の 

共有林は 3 , 4

持数 今記会 住航 浜 る

/ 2全 20o 井 上 小林 表杉

/ 2sooo 井上 里治

/ 25ooo 井 上 豊作

/ 2s200 4 井 上
三 部

/ 2 sooo 杉 山 仁 一

/ 25 cc0 井 上 福歳

2 $o. ○oo 今天

ス $Q 22○ 井上源次部

ノ 252oo 寺浜喜相次

/ 2sooo 井上 点-

/ 252oo 井上 松表

り B月ンー イノ ﾡ月 円

ﾡにおける彼産

ﾡによる 所有権
・

ﾡ転 一よつマ形

/ 2so2o 小林ﾡ 三 部

/ 25 ooo 井 上正大ﾡ

37520o

成メさ た夫有林Y ・ 他の凡での共有林は共有の 期ち オ丞めマ

最であり、 貸借急ﾡ斉不能のため山をもつマ芝に
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かえた り、 2落 した主の 山 状 を干成した とこ ろの 共有林 

である。 そし2それらは2人持山に非常に多いこく が分ろ。

形式ﾡ所有考は山林ﾡ有 も師歩以下になく、 兼業商督を 

示し、 全にスし. 実気的有きは /○町歩以上に多く 高 

林糸を室 くみ る ものr安。

尚本対には約4o 町歩の 不右地主の 茨有林がある が、 二

(5) 信地林

れ ﾡして は後にかれる こて にする。

面川林ﾡの車雲な一をなす 隣村名果林ﾡは 一名分牧ヌは 

信地林素 といわれ, 育 林経営2 て分印ち 植分に よって成 

立しそ いる森林が多い。こ れ は信地人を植主 ヌ は 植分人 とよ 

び, 地主である村. 共有林組合ヌは大山林ﾡ有着から, 一定 

の林地を盾受け,植栽手入を実ﾡし, 契約ﾡ同の絵過後士木 

皮旅収猛を地主 予め契約した 分収歩合にﾡじて配分するも 

のである.

東 吾野 から 5○○たらずの山/っへざてた名界では, こ 

のようにさくか ○信地林が 盛んに 行われで 末た が, 本村にた 

こは票レて こ の影響を 受けなかったであろうか。森林組合で 

町取 りによれは, 信地林万到 は借地林と思わるも の は 

/○件たらずてあり 面横にﾡてもき面ﾡであるが約 パ 

ヘ/2町歩である。これらの特欲は

(/) 寺ﾡの地主がめたっ。

2) 植主は部落、ﾡ事実行組合, ﾡ年国はごの公師団体が 

ヲ い.

/3) 僧地勤ﾡは記倉事業, る少ﾡほどのヌく、 払師ﾡﾡ追来
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のものでなく, 公夫台的色ﾡがﾡい

のである。 ■ >■ . ■

本おにﾡける 現左の借地林は こ の 様に極めマ 発達して いな 

いが これは借地林制ﾡの生れた明治時からてあり しか 

も /つの信地林はその契約期向ﾡ了で一応解消し, 引続いて 

は行われないﾡ 態であ る。契約書も 正式なも のを取りかわし 

マいない向もあり ヌ阿 寺の 宗林寺はﾡ泉 に信地させ そいる 

が、これは何れヌ寺に返すものであり 本未の借地林か否か 

は疑問であろ. 今 っの契的ぎを例てして, 大体の本村の借 

地林契約の 内容をり たいと思う。

植分林契内音

本植林事業ハ昭和9年 ノバ 月 /7日ﾡクモ救東き野京=御ﾡ 

便ヲ御差豊送サレ 表山村経斉ノ失ﾡ及愛生書計画進歩浦え 

ヲﾡへセ 給ヒタリノ 空然 承ヲ 記急シ 更 =正ノ実ヲ揚 

ゲ協目-致/ 精神ヲ 通春 スル 目的ヲ メラテ ﾡ分林ヲ 左 知ロ 

ワ契物ス

• - ・・ 三 ・ ・ ,

→ 山林済有 者 ナ・タ. 以下 之ラ 甲卜杯ス

=.借用者 大生白手貢在代表者 s・ウ ッ・ヨ, コカ. 

コ・キ・ ハ・キ. ナシ, ・キ ス・ オ・, イ・ヨ. 

4・オスご区長, 区長べ理者, 以下之ラて卜ﾡス

三、山林ノ場ﾡ 大字白子字何地ノ内約ニス歩 植付本

数へ石へ拾本, 拴回百貳宿本,槌参桧本’ 計チ參否参 

拾本

m. 植林苗木ハ て 負担トス

五 ﾡﾡ年未ﾡ' T三自 (ﾡ付本ﾡ=対スル) 以内ハ会 

部て,得トス 但シ商 伐 う行っ 場合、両面者 立 会 ノ 上 行 

フ事 ヽ

大. 植林手入管理へて二ﾡラ会真任ラ員ヒ 〒入不完全ノ 

%合へ残探龍み 李ヲ相 自減頼ス ル幸 ア ル ベ ン

こ. 林ﾡい昭和十年ヨリﾡ算シﾡ拾豆ヶ年百トス 但シ 

ﾡ互協謙=依 仲縮者スル ヲ得

ハ. 代株今配率ハ 甲 大割てmﾡ ト ス

九、甲八右土地ヲ 他 へﾡﾡシ タ ル場合 ト 壁モ 契ﾡ間中
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前 記 契約 ヲ 証正 ス ル為契約書試通ヲ 作成 シ甲て谷を画 ヲ 所 

持 ス

昭ﾡ十年三月 十七日

界舌野村 大字白3香地

ナ 回
同

信主 タ・フ 【

勅ﾡ御ﾡ 道記急植林規定

一 記念 植林事業加入者ハ大 字白 子=ﾡ住ス ル若=シラ植 

合 契約呑龍載 ノ 五ﾡ象名 ト ス

ニ、 本事ﾡ=回リテ生スルﾡ入金ハ大字白 子装本財産トナス

=. 基本 ラ室 便 用方 ハ代株後 ニ ﾡ ラ 銀定 スルモノ トス

成 本植林管理方法=付ラテ ハ区長 及こ 長べ理者 ノ 宿揮= 宏

フ ^ J
五 大字へ 転任ス ル者 本事素二 関スルー切 ノ権利ヲ失フ

六 ﾡ付般二左ラテ字へ新-居住シ本事兼二加入セン ト スル者 

共レ前ノー人当り見預ﾡをﾡ/相当ﾡうﾡ出スルモ

ノトス

この例は 天 皇勃候氷遣の 宗春の 記急 X伊せ て, ヨﾡ全国的 

にﾡ唱これZいた 経斉更正の実を あげる のが、宿今 う 王理店 

てある。 主は村の大有者てあろナ・ﾡ氏であるが, 借主 

即ち花主は ヨ時の 白子部落民合員 53るてある.

所通規程によれ, この 牧益は 白子民基本ﾡ達 とするもの 

白 子外転落は その権利を失い. 転入着であっマも, 

新ﾡ加入ができるようになつている。 この契約は 本村の当 

著考む 述べ ているように余り 十分ヒいえるﾡ 規約 が 完備 レ て 

(るものてはない。 こ れを名乗の 平ﾡ氏の契的ぎに比べろ 

とき ﾡ分社標であるが. しかしそれでも支ﾡからは地主の 

地位 が 強化 これるいることか知っれる。 町ち

育林費其の他か借主負ﾡである にも かゝ わらず, 商.4 

ごはて 両若立会こなつている. 両者立会ということは両 

若対等を意味ずして地主の 木指走を 意、味する。
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・2) 虐主が も し 手入ﾡ理がネ十今な ﾡ合ﾡち地主の 意志通 り に 

手入 な行って いない 婦合は 牧益面配み本がﾡぜら れるお そ 

があるこY。 しかしこれは 本村に あってはむしろ借主の申 

出によるものであり. 一般に赤林の 保菱をうたつたも のて 

あるY云わ れて いる。

(3 ) お期は25年とほっており・ 短いのであるが、 しかして 

れに伸縮性を与え たこヒ は状時期に おける相場のよいも 

のをこら之る為ヒいわれ、 しかもﾡ方協ﾡとなっていろが 

この時ﾡはﾡ主が定め, 地王の主体のえに借主はとれに附 

するに過ぎない,

) 生産初地べの取得ﾡ合が地主。借主4こなっており、 本 

村にﾡるは 尚 7:3の場合も あるが、ﾡしてこの点につ いて 

は名票よりも地主歩合が有利てある。 これは本地主が余 

り借ﾡを好まない為、 造主が地主に 「おﾡい申す」の 

型であるために, 地主歩合が高率るあるここによる.

上/事例を通じて, 育杯経ﾡにしてﾡ主の千渉のﾡい 

ここ 代ﾡ期の武終的表定権が地主にﾡするこて ・契的書 

の文面によろのてはなく, 現実ﾡにて)、 分ﾡ合のﾡし
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く池主に有利点はこと 等よ り本村借地林に おける地主の位ﾡ 

化 有 利を みたわけてある が. 二の制ﾡは旧く から ﾡﾡビ 

ず、 しかも 契 ﾡは のき事者 / べﾡ り で きる の が治んw て あ 

り 面横も ﾡめて 少い のでとく に強調する に値し ない かも 太2 

たい。地主はべﾡ後の炊益のみを, 又植主はこの制意にはﾡ 

富的意義 をもたせていろわけであるが、 知上 のよっに 東吾野 

にﾡて 何故借地林業が発及 し ない かを 周軍 に寿案す ば. 

(/) 地林径宅のﾡ放性. 手入を会径ﾡ室に取極めマも林木

妹地 は古 勝ち となり、山林有看は こ れをきばない.

この経宮の 彼体よ り 考え マ、 総収盗の割合がるしいここ. 

歩合は他に比 と高ﾡである にそ か ・ っら す、 信地林画ﾡは 

催少で あり 山 林所有 者 は 居地 林総収 益 を 余 り 大さく は考 

えるいない。

3) 色分化の進ﾡにより、 賃労働若かﾡ所のﾡをに求め 

う る 経済的 立地糸件下 に 本村が置かれ で いること、 

と思われる。 ・

ホ村に おける信地林ﾡはﾡ人 の 收 拉 柱 を 目的 とする 私有 妹 

エ として の 先 展 姓 はなn、 公夫 目 約 —— ﾡえば部落 ﾡ産 な つ
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地市町村にﾡ佳 する も の て本研 に 山林を 有 しマ いるもの

は 既にﾡ2と表でみた通リであるが、 社寺有は高ﾡの /
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件 //4 ﾡT浜, 会社有は東束の ノ件/y8 ﾡTﾡ, 共有林ド

～/3 人若山 6ロ25 24 ﾡT浜であ り, 人有林で は才3 

7表の如く 6=人 2838 町歩である. 不在六名有林249 

町歩は本村山林総ﾡﾡの 4.5* にあたり、ヌ個人有林 24 9 

町ﾡは個人有林総面横ノタラス町歩の/6.3% にあたる。 今個 

ヘ有林 2る 38 町歩の 有者の 市町村別 面ﾡ内は訳をスるヒオヨ7 

表のく, 有者数にﾡては飯能。 吾野, 高ﾡの諾ﾡ市村と 

東京が多い。ﾡ接市村有者は不左村ﾡ有者の 6幺0味 を 占 

め)る。 これに対し, 面ﾡにﾡてもこの3市村ではあるが、 高 

ﾡ ﾡﾡ、 吾野の 順になり, 併せて 6○6%を占めマいる。 

しかし東宗在住者によるﾡ積がﾡも大さ い・ 5ユ2表でみたよ 

うに、本ﾡ山林有着の他市町村への進出割合は入周, 鉄父 

両郡に又び. 梅属, 君野,両神. 毛ご山が受いが) き野だサ 

ﾡ似 し て いる現須で あるが, と以外は全くﾡ合を異にレ 

ス本木にる 不左山ﾡﾡ有者は同 一郡内に限っれ, 票宗の所 

料 ﾡは大 面積有 者 がいる こ ヒ か 目立つ。

汽有面ﾡの 区今別にみるなめば, 65名 中与3 名が 5町歩 

未ﾡの小刀 至ﾡ細有て おるが、面積 において は 24 2 町歩
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の9o 町ﾡで ある。こクか ち分ることは, 市方ﾡの 本 

村山林有はﾡ的困ﾡたつ とであろう。

ャs表 大 中不在村山林有者のﾡﾡ 共

ﾡﾡボ名 氏 名 ﾡ 素 • あ 心

ﾡﾡ市 ハ ・ ジ 無 ﾡ

ハ ・ N卜 今 82

ﾡ山市 タ ・ コ す,38 表・商 製診業

き野村 イ・ ッ ノ. 6 ○ 医 飾
I

イ ・ シ ク. 27 農.役場実員
■

ヒ・ シ 56o 医 師

ク ・ 9 /ケ43 全融業

4 ・ミ 28,33

・う村 カ ・タ 2 7 学本う・ 表

昭初/2～/3午 級能ユ氏はり

・ /。 とo 有 林業 ﾡ多年ﾡ

ク ・ •ジ、 28./4
日 代理店

木村には会社有状しあり

ク ス て 23. 66 木求ﾡ 家具商

/2名 /s8 27 _ ____________________________ .

与町ﾡ以下の 山林所有 考 の 聴素 ﾡ減は 木お業 育林家は 少 

くて, 選未 精神ﾡ着が多いが, 中には原市場村の着名/ 

問点 の大表オ・刀氏の346 町T歩 もある。 これに対して与町
・

歩以上の 大 中不在村山林所有者の 態に ついマはキ38 表 の
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ロミものである。 これによろと 事素家の 進出を見ることがで 

ミ, 木林業, 有株 家も 引い・ 東束 都 ャ,ノ 民は三田 対 の 林業 

気であり、 ﾡ梅林集家の林素地への進出しみられる。 今 

派も本村の山林を集中せしめマいるのは, 索素のマ・ ッ氏で 

あり 会有林不勤産KKもヤ氏の会社であり、 育林株育 

さする委託人を本林にﾡ住レ ているものよ り送び, 経宮も地 

ﾡ的合理的に 行わ れて いる. しかレﾡ して 不左村岩の 山林方 

有にﾡける ﾡ林はﾡ放て、 本村の 林奈家の ﾡ驚をかっている. 

不左村有者と 在林有ﾡセ 比較する ここ、 前着の 大 さ な 

有若が掲ﾡ的ほを芝で あり 自の主業に対しる 育林素をa 

次的に しか寿える いな いの に対し乙, 後着の 大さ な済有造店 

財産的な候読的た経きで あり、 ﾡ林ﾡを本楽と方えている. 

共有林2524 町「歩は形式的有は/ﾡで, 他は凡て失気的

有であ 高ﾡ、舌野 ﾡ能, 毛ご山の危佳者である

上ナるに , 不左村ﾡによる 京吾野における 山林所有着 

き教は, 山林集救の凄合、経宅の堀本などより して, ここ 

の 山林ﾡ有着自体に対レて、 そ清的社会的にこな意をも 

フもめYは云えないであろう。
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5, 森 林 組 合 の 才能

本村における森林合についそは、ﾡに2 3の論記 に 

よって名介せられ, その成立過ﾡ, 現左におりるﾡﾡ並びに 

運き宏に てぎべゥ れて いゐので こ> で取上げ る必ﾡ 

はないが、 大協の 願向 を示こんこするものである.

昭和28年組合調べによるY、 ﾡ合貢は地区内星佳 /98 

人, 地区外ﾡ住3○く言計22み人おり, 二れは払有林中社寺 

有、会社有. 夫有を除くﾡ人有における総有者の ワ4.8%

あたり、 また 担合員有林野面績は /49o 町歩で, 総林野 

面横の s8s メ に あたる。 このこと は森林組合員が本村林紫に 

ﾡて量偵ビも に大き 海お在を示す ものである。 現左出資全総 

額はノ33万四で, 口数はと667ロである。 主たる事ﾡ 

本村 のを用の場X して特別な 意義 のある製桜工場Y, 樹 ﾡ養 

. 植栽, ﾡ育 間伐なの育株教育指等るあり スﾡ付事 

奈も 行っている。

この森株組合は昭和/7年に設立これ, 当時、戦時そ済体 

制の 一環として 設立 ごたものてあつた。 しかし 森林組合の
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素地は灰に速べた昭和7年に始まる経済更生計画才と しての 

指定をうけたこさ、 その/っの部門に林業部があり、 これが 

昭和 / 7 年に追ﾡ責任森林ﾡ合ヒ し て 組線さ れたもの てある.

現在森林組合は/3名の侵員で涯巻されているが, ﾡ員会 

林業部の録を全ﾡ的に引継い だ為、同部 の 役員 てある 幹部、 

性ﾡ帳は部 き会を通じ て 送ばた も の が形式的に 送出 さた 

ものであった。役員は ? まり谷部き毎の地域代表が部落合で 

の工佐作により決めらたものである。 えﾡ員の山林片有面債 

は中規ﾡ以上であり. 社会的にも上位の満炭である。 しかも 

か>る役員が浜くその席をしめている。森林結当に加入して 

いる 小ﾡﾡ所有者に と っ ては、 ﾡ合は自分皇 の冷にはﾡ立た 

ない、 -ﾡﾡりの 家でも入るからおつさあいに 加入す るい 

う考えをいだいている。表 林組合 の果す 夕くのﾡ ﾡが 大が至 

中 山 株有 若 o 書 ﾡ金信 入こか2 3 の若の為に 存在 し て 

いる というようほことが、 本村の組合の 場合に ついてもいえ 

る。 そして 対戻自休の 事勿れ主義かっ 表沙末に しない という 

に過ぎ だいの で あ り、 ﾡ流に あるものは. 大～ 中済有者 ヒ 小 

〜爆細ﾡ有者の対ﾡ肉係ヒみられる のである。

%江畑奈ﾡ男「東吾野ﾡ林名合の姿展」(ﾡ林省林朱ﾡﾡ場をﾡ部 昭知3○) 

松本真一素林ﾡ合のﾡ能と遅一手ﾡ東吾野村ﾡ林組合」(ﾡ都官大学 昭和引○年)
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三ホ オオ 業

一般に木ﾡﾡのﾡ急は 戸確で は ば いが、 木おの 州 頁ス は 認 

売の業をすることをいう のが総当Y 思われる. しかしここて 

はなﾡにﾡして 林木 の伏出より製校に至る木ﾡ 生ﾡ過程すペ 

てにわたるものを木お業ヒいい, 従っマつれは代木業及で素 

お株び に製投業の 3精茂ヒして寿えたい。ﾡち伏木業は山 

赤ﾡ有者=育林家の も と を誰れた 立木を伐株根出 する業を、 

未材素 は代木業ヒﾡ求の 周に介在する 仲買販売を ほナ素を 

製お業は立ホヌは素ﾡを購入 してそれを製校し 或いは販売 す 

る 業を ここ でば 一応寿 之たい。 .

・ィ木業 / •;

立木の株搬出 は 、 本村に おい て は 凡て 素投業着が こ を 

行い、山林所有者が行うこにはない. ヌ他の地方でみられる 

ことのある 代木業ﾡ業者 もいない。本村においても愛くの他 

の並方と同じく 立木のままで 素林素者 = 認売 し、 素ﾡ業者 は
J

自 ら か又 ぼ下請 させて 伐出を行う。
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株橋 出のみる専こするものは、他の 地方 にる っ 少い 

が、 大正末午頃までは十今にそれ が成立 し て いた地方も ある。 

か> ろ 傾向に 対して 本村にﾡて は明治初期よ り 成立の余地が 

な く 現左 に及ん ている。

出業としてではなく、 お過程み仕事を ここてのべるく、 

ゐ々一定の プルー プ よ り炭る山本労傷若を、戦時統制冬済時 

代 F ボﾡ 協力 の実をあ げる ﾡ に作 っ た 班長 つま プル - プの 

仕事頭により集められて本村の出が行われるいる。 通 

ﾡを兼営する 未状朱者はﾡ長に山林労創者を失めで もらウよ 

うに依頼すれば、昭々ﾡﾡの伐出は可能とはる。山林労め者 

一班長 一素求 業者 の周におけるいわゅる ピン はﾡ 等の 如き も 

のは一ないも の みられる。

木ﾡ価ﾡﾡﾡ以前は山林家は生活資料の必髪量のみ しか立 

ホぬ林を し なかったわけで あるが、森林ﾡ合設立の ころかん、 

フ ・ シ氏のﾡじなﾡﾡが才に普及し、 層が行われるよ 

二 さつてさた。こ水は主伐のみによろと 林地 をﾡ東 させるお 

こがある こと、 経済的側面か うも みて収益性にとむこと、 

ヌ木材県一般の うて さも 全済ﾡ勢の 影響をう けて、ﾡ代ﾡ入
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をあげる考え方が本村林家にも 受ん でいる こと答による。

つのここは才7図の知く, 文化の上ﾡは生 浩彦 の上界をも た 

らすが、 その急ﾡな 製l合 に比し、 得上昇 がこれにともなわ 

ず そのからき が結ﾡ間伐ﾡ入 を は じ め伐株収入に よねば
・

• ' ォ7ロ 補足收入のし、み まかないとれぬことにもよ

....- るこ 考え られる。
* ﾡ .

上 生今-
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オ表 ﾡ 林オﾡ 者ﾡ引ﾡひに 主要取引先

部 落 呂 名 取引系材数 主要 取引 走 ・林有面債 1
, 下 e 3 レ ・ ノ 3c～zc。 石

東京交北市場 
銘飽木倉

西
二

• 二 F た オ ・ シ /c。 C 伝ﾡ材太 ﾡ «. 9o

j 周 野 オ • ・ 3とo
1

二 j

東 ラ ・ ノ 3co
:一

下 長 天 オ ・ ギ 3o。 ～ «co 〃
j- ・
:

: ﾡ
1_______

カ ・ カ zco～ aco 一

i
ク オ ・ト 6○○〜 7Po /

i下 白 子 オ・ト eo 一
野 オ ・ ヨ /S○～ 2co _  :

--
総 コ . サ

風 影
ク・ コ

・
:

ク ・ コ
.... : : •ー j

計 ノz名 3Po～«5o
• ・ :•

その需要な充たす

2素材業
て、山林家よ り適宜立木な 票入レ 成出し、

森林組合における 商取 りによる調べでは、 キ3表よ 

素求素者Yして認可されている主崇的なもの7名、 そうてな 

い司ﾡ的なも の今名計/2名いるこ乙 がわかる ・ 本村に おけ 

るﾡ材素の桜能につ いて はﾡにふれた が. 戒採搬出 過新 の 業 

務も兼、飯能の素ﾡﾡ者又は製お素材兼業若の注文に六し 

い わゆる 木材買 の業務ヒ 自ら立木を購入レﾡ して 素オオを 

毎能や東索 の 素業若や製林業若 に ﾡ売 る 集承である。

これの素材業者の本木における 素務が、結局ﾡ本の魚で 

ﾡﾡ素林業者乃至ﾡ林ﾡ者の探本に依有し、 結びっかねばな 

らぬ現状に ある。 本村素林業者の 資本は爆組な自己ﾡ本の み
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では到底まかなえず、 信入資本とレて意林中金、 模素協 

同組合, 池銀行を レて個人よ りの夫々借入全となって いる. 

個人 ヒ は ﾡ能の 素材兼着で あ る。 本村に おける ﾡ本家は育林 

家であるが、ﾡらの富ﾡした ﾡ本 はは自己の山林立木を 売払 つ 

た業着に は殆んとﾡ出さぬいう、 二 れは育ﾡ家が素材業為 

なﾡ検ﾡし 不安がることによる。 かくてﾡ本関係において 

はは本村に おけ る 音林家 と 素林業者 とはﾡん ピ待びつ かぬ か に 

見える。 育林家が大休この株なﾡ向をたなろのて、 素本業香 

の資本は 大部か飯能兼界の 資本= よ少なけれ はぼら こ¥に 

なろう。ﾡ林家は素材業者を 不ﾡ現するのみならず、 素ﾡ米 

表林業 は本村に おいては利ﾡの低い且 っ危険な企業 てあると 

して、 これに全く無関心の態及を示す。 トラック出しにはス 

所のﾡ売しのころにあっては 本村の素状の販引先は. t 

郊にける需要ﾡな欠いていた為に, 自 己ﾡ会の 不足を ﾡ マ 

苦面しておざない、 支市場ではく、 売付市場こしてﾡ京 

に末めたが、 年の 事 冬7月下包よ り 8月中旬に てて な か 

けても、 先芝市場の言ﾡで等叙をさめられ, 一方的に仕切 

され、ﾡち東京木ﾡ周ﾡの全くの ﾡ下 に本村材が あって、
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一時に易ﾡの 経算をか け て 東京に運んでも一ﾡに して寒落す 

る若もあった。育林家はこれな見て、 この企ﾡの危険性を* 

り、むしろ「山師」 といわれる授ﾡ的な素林兼なﾡねるより 

も、易 じ' のでさる 山林を有する方かよいYと いち 考えに落着 

2に至つたという。

斯 く 本村にﾡける 素材素者の 地位はﾡラなﾡ置に しかだっ 

ておらす、 大さな資本力をもつものはないわけであるか、 そ 

れの中の ノ 2にっき商単に生態をみたい。 オ3?表に示 

=れた素林の取引重は森林合の 調べによるが、 素材素者か 

ゆみる ¥ ﾡ 5割支上理つ た数で おこ える ものもいる。 こもか 

く役クの中で阪引量の大さく 且っ主業と してﾡんている考の 

中 には・ 大 部分 はいわゆる 戦袋波で 占 め ハ れている。

或もの は取引種 にﾡ乙は兼着ヒ して 現左最も 大きい のであ 

るが、経戦J赤も取引重の多かつたとミは ユ,○○o石を上 

狙ったというが、 / 昨年よ り 庄事が余 り 進属 しなく ばつでは 

=たが、 来は多少の 規横を抜大セ し めるﾡ度の利ﾡがあ っ 

た。 しか レ年の 営業結果 で は 2eo,cc。 円の損失であつた。 

つのオ・ ジ氏の年の経営状ﾡは又のﾡさである。奏方仕



-130-

入石数2 oe。 石, ﾡ入 単価 / so。 円, 要入 総額 3, 6oocoo 

円, ﾡ売額単価 2/o。 円とレマ その総額 42c。 oo。 円 ノ 

こつの芝引 6○oe○○円の中より詰経黄伐株費6o,oo。 円) 

ﾡ出ﾡ ノノ sco。 円ん 2の他3S.○○○円計 3/ooc。 円 を 

除くて 2夕○,○o○円残る。 しかしこの中ﾡ業ﾡ,所得微が 

・まれZいないのて, 実際に利ﾡYして生ずるものは 6oo, 

ooe 円 の2割乃至2ﾡ5分であり、それは生造責にﾡ入れられて 

いろ。オ ・ ジ民は夏季の素材 生達 に常査として専用 している 

7名の"「仕事師」 に, 休上期に彼らの生造の資を与之る為 

の、 いわゆる失業ﾡ済事業ヒ して 副素的に新炭素を 巻んでい 

る。これは戻に、現左本村において中堅素林業若を形成しマ 

いるオ・ ジﾡの前期的ﾡ割を果したところの, 後にいれるオ 

・ ジ氏の新炭業者L しマての「感策」 を今日も治残こせて いる 

ものである. 新炭ヒいっても製新のみで、 貝上全額は聖 ﾡ 

新、ﾡ系あわせて 約 2 ee。 索 全額てき計 so。 oo。 円であ

るが. この売上総額は夕/2,○○○円 労賃, ﾡ包賞さの在 

合 め 2ち3 see 円 を ﾡ用 として 計上す る ¥, ﾡ 益 sa s2e 円 

こなる。ﾡめて為ﾡ率がいのて失業教ﾡ的ヒﾡで ﾡﾡと

* この方では素林素者は山林労物者をかくH中んている。
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師のﾡっなきとの ノ石2 を兼なん とするものてある。 し 

か し業係 し た 労ﾡ者も 平均 /日3 s。 円 ﾡ底 し かﾡ納でこな 

仕名¥ なtつ て い る。 

・
地え赤の 土木をﾡ入し それに加工 し て ﾡ能万 至東京の業 

者にﾡ本と してﾡ売する場合、オ ・ ジ氏の場合、走にもみた

うに少く とも 3,ceo,cc。 円の 資本を と受Y するが、 その 

外次は自己資金/ 銀行信入会, 山主への立木代の支払延期に 

よる標作夫々 /夕づってなつマいる。 しかし これは 本村素秋 

米者のすべてに通するものではない。 多く の業者は自己資会 

2自5分. ﾡ能製材業よりの信入資会3割、 その他よりの借 

入会み割 程夷 で あ り、 銀行番本は 到ﾡ介入 の 余地の ない寒細 

素能である。 佐って 2～3ﾡの山主に対して契約合を支払い、 

次の支払日の 末る以前に 支払全火上 販売する。つまり ﾡ能の 

泰林未者に このようにして 運林処す るが、 これは自転車営 

崇と い われﾡ本力 の いかに小さ く ﾡ弱な ものであるかを物き 

るも のである。 従っ てもし 買入時の 見積石数を 見課る Y山主 

に対す るべ金はこ げつく 危険性をは らんている。 山 主に対す 

る手付全支払方去は夫々 業着により 区々であるが、最初2〜3
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割程ﾡを / ヶ 月内にﾡレし、 4ヶ 月以内に完むするが文きミも 

の が多い。ﾡ京ヌ は 認能の 素着 には武蔵 トラックを用いて素 

才吉ﾡを相手うﾡ生長しと込し, 地元にあては泉道ヌは トラ 

'ソ フ 土場夜 し名 している。

戦微次ではあるが. 実に素材業を経巻し、 本村ではその 

取引量にﾡて最も大さいオ・ ジ民の未材業成立過程のﾡﾡを 

のべることは、 本村並 uに 本村並郊にﾡける典型的な小規ﾡ 

経営の素林末者のﾡ態を理解レ うる 一助ヒ はるそあっう。

・ ジ氏は現在外交に はオー トバイ 2台をもち、 木就 市場力争 

時に う と い 平野村的山村で ある 毛号山 ・ 高ﾡ方ﾡで 買付け, 

販売分外交に 自身向いて主力を走いている。

オ・ ジ氏の生代. 宏々代はﾡのりをしており、 かたわっ小 

作をしていた。 この小作、較いは 「ﾡけどﾡけどわが著し衆 

に はゥす」の役のﾡﾡに かかわっ ていたのでは後べにわた 、 

こも 尚尋常の生や 生造ﾡ情を専受するこ とは中来ないであ 

ろっそ思い、ﾡも留このﾡ業よりﾡしようYして、 生ず節約 

して小ﾡを更え3友歩の 耕地を末めて 自作ﾡに転化した。 オ 

・ ジ氏の弟はﾡﾡにに入際したが不幸にしマ昭 /8年戦死し
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たので. その-時慰翌全が3○○○円ほごおりた。これを唯 

一の貴本にしで, 末の事業を営もうこし 先ず自らの労働 

力で 炭場を始めた。 そしマこ>で 三嘉ﾡ空 KK. に信用を える 

その専ﾡ炭焼こな り. ヌ月与○○○索の新を 会社にﾡ実に師 

品した。 之の実直こを会社に認められて、 同年/○o○円の 

質全を借用でさるこくにはった。 このことはオ・ ジ氏を現左 

の 本村に おける一漉の 材素者たら しめた最も大さな原固で 

あった. オ・ジ氏はここてトラックを 常時用い、 2o 名 ・ 

労奉仕による低京な賃金による 労働かを用 いて, 木浅 /eoo 

俵な毎月会社に送った。 2して2ooe。 円の余合金を見出 

して. ﾡちに本村並びに血郊の山林5ヶをﾡ入した。 そ 

み伏の経済 遅もﾡに 更にﾡ力を得、 2○年憲に/○ヶの山 

林セめ、 当時 6ooe。 円 の 眞入価家で 2/ 年2月金融家急、 

措登令の 出る直ﾡ はその 5 倍の 3ee oee 円の 売値 がっ い 

こた。 像多少/山株ﾡ買の取引をなしたか ﾡとビは検 

会 と ず残運 している。 オ・ ジ氏 は今で も 採立木 の u 林有 

若を 「山主様. といい. 彼の倫理観Y勤労観Yがこの吉素よ 

り くとら れる とﾡわる。
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本村におけるﾡ材ﾡのﾡ受は才4○ﾡに示す女く 森林ﾡ

4 F福 工 場を 除さ極めて 小規模点基盤 に立つそ営クも のであ 

る サ商店は資本全4クの,②○○であり, 埼王銀行より3割 

信入している。現左ﾡ材業と素材業とを兼ねマ おり, 主とし
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て 横棒 はスキ、にノで本 対原 木よ り製呈を 生達 せしめマお

り、 年に は 九州スギ を 試験的に 4○o石 有入した。

ア木材 K・K.は ﾡ本金 スoooo。 円 で借入 全はない。 サ 商店 の 

新ﾡ鉄林業ﾡ営対し 昭紀み年よ り o 製林有 である か, 

多少素材業なも最兼ね始めて いる. 昭ﾡ3 o 年 に千素具ﾡ 

浦より 菽 木 を移入.した. 製求業若はかくのﾡく素林業を兼営 

し乙いる のが 本村の 実態てあ る か"、 資本力が柄めて ハ さ く,
\

単再 生 室 を 領区す の がﾡ く 乙 る.

本村で 製素が進根しないき理由を方案してスるヒ、

木材大 消ﾡ地東索の 郊 にあり, 交重至優の ために東 

の木材市況が直核に直ちに山林家の こころにﾡく た ゅに 

林素. 製材業の 利酒が低い ことてお る.

え末製才ﾡ格は 立木 価格 - 素林価格 一 業 材価 ﾡ み 

プロセスを 径て作 り 出さこれる。 朝鮮前も像木材 - ム は, 

厩 保ぐ価ﾡで あ る ﾡ材ﾡ格を ﾡ黄ぜ しめたが, 戸ﾡ立木価 

ﾡをも着し く 髙 ﾡ也 レめた。 これは 地代部分の 膨脹 で あ り 

各過程にﾡける労賃ﾡ門への 圧迫によって成立しているの 

乙ある。 町ち林業 労停者 - 木よ り製に至る までの-
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の低賃 金長 時間 室労働によるものである。ﾡレマ本村の場 

合、製材部門も 6列ﾡで しかない込すれば,山 林家のべ 

部みが予ﾡ外に大き もので あるこくがﾡっれるで あろう・ 

/2) 装零業考の存権することてある, 生ず郊にはﾡ屋制的 

長本な古くか桑いて いる飯能素材〜 祭林兼ﾡ か 海左 レてい 

ることてある. 疲ら は本ホの ﾡ弱ﾡ本に比し 中刀至大規ﾡ 

経ﾡの 業態で あ る から 対抗でさ ず 本村素林業者 ヒ夫に, 

ﾡ能木ﾡ業者のﾡﾡ下に あると云えよう。 多数の有力な候 

ﾡ木林業者は 山株京に 対す る 立木 興阪 に あたり, 競って立 

木屈ﾡな 吊上げて購入し ようYし 為に地元にﾡ ッ ながと 

ﾡ木な入手するのにﾡめ乙 面難な場面に 逢着する .

ヌﾡ能素者上 も 更に手ごわい 差争相手が自村内に ある. 

とれは表旅ﾡ合繁林部である。森林組合製林部はﾡ速する 

が・ 現在*4○表よ りも 解る よウ に. 公ﾡ47 Pを有して 

ﾡ材設備 ﾡ木場, 倉庫の 内容•におい て 宏備 して おり.,儀 

あ工場の 突線を もっていろ が, 経営規横よ り 見るならは大 

規模に入ろン. 本村にあフては. 中経き工場がないのは画 

白い現ﾡであるが、※れ は森林ﾡ合梨林部が予ﾡ外に 急速
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に起横が抜大こ れた為 であろう. このため に零細ﾡ者はﾡ 

木仕入 に支ﾡを末し. 又零細規模 になるほご労質切下はは 

レいにしても, 組合 ビ 正式 のものではないにせよ賃 芝協定 

をしても、 こ れが守ら れる ここな く曜意に 引 上 げ やっれてい 

る・ それは自家工場佐楽呉 に直ちに支及レて 焦上けとま 

られ, 益マﾡ林業利潤は低下する. 実はこれが山林家への 

立木価ﾡ引下による立 木ﾡ付で あればよいのである が, 11 

林表は ﾡ述の 理宙に よ り 愛るで あるし - 方山ﾡ家を 頁 ロT 

く業界の足並は少しも そっわず, 本木製林業者にﾡﾡ者の 

閣 に茨ま れで い る 現状で あ る ・

本林製林末者は 若干の 山林を竹有 レているの て赤林ﾡ合 

呉てある が. 鈴会の 場に おい て 自令 達み ﾡ求をﾡえるまで 

には至らずにいる. か>る他工場 ク経宮不坂を ﾡﾡに森林 

担合のﾡ部は 認めて、森林組合繁林きも ﾡ占的事業になら 

ほいように注意を払フていろY云っているが, 実際の姿は 

面考の経営力の差 を次オに 基しいものにさせている。 この 

ようた 現状は ぺがて 本村製林業 に 表だった問ﾡをﾡ起せ し 

かろ の て,は ないだ、ろう か, こういう ここを証する 名 のの
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/っに愛缶経宮者の次のような言葉がある。我々ほ生法し 

乙ゆくだけで 一 杯て あり、 むしろ 現状 にあって は 以前 の 利 

盗をいつぶしており、u 林を 求め る余裕は ¥ は 更 に ないz 

このよシほ下に在り ながら、山林泉に対する 表面ﾡっ た思 

患関係はなくとも翌毎にﾡ理をﾡっので, ﾡ連な扱いをせ 

ねば点らたいといい, 森林名合は こ の 上菱備抜大 を回る

受はないビ速べ 引。 年にﾡて は2ェ場とも 森林組合 の増 

契 = 製材部 の 拡張ﾡに はﾡじなかったと いう 触凄 をとっマ 

いる。

これゥ2工場のﾡﾡ温程をみるに, ア木材K.K.は 昭 a 年 

にﾡﾡ=、以夫製枚業/本で立って末た- 戦俵サ商店は素 

才素を営んるきたが, ﾡ在になって製材業をﾡめた。 ア本林 

K,K.ではﾡﾡになる以前までは 経営状 ﾡ友なで、 最も発ﾡし 

た 時期 にあっては一時山株と 衆林の全 ﾡ業 長が2○名を こえ 

たこそもあったが 設備は現在とﾡじ規横であつた。 ア木材 

は昭 ノ7年界木社に買上ピなっ てﾡ木社索き野工場 yはり 

走主ア・カ氏は工場長Yった。 又戦年末期には泉部軍のエ 

場として ﾡ収された ここもあったか 昭紀 23年に 景木社よ
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り丞量これで問も忘く現任の株式組徴としたが, ﾡ次ﾡ昭は 

ﾡ少にな り、 経ﾡはﾡ少されて さた-

大正年問に オ・ケ医 外数氏方有 に かかる 他然たる賃控工場 

が大字長沢にでミたが, 水力のﾡﾡで目年ﾡでﾡﾡさた。 

森林宝合 ゥ前身 工場は 函治 43年ァ・ヤ, ア・ト (ア •カ氏 

の ダ )並びにイ・トの3氏の共曰で設立ゞれた. このﾡ 

2台 ○Pの水力ﾡ材工場は公水で流のうきめにあっ 

たが, 大正の初め市場部落の現左の森林合製材王場のとこ 

ろ た再建, ア・マ氏はﾡ力て頁付ﾡを製材して彼流しにして 

奏束に 鑑昂を 搬出した。 大正 ノバ ・カに さり かえて」 戦時 

中の会紫合戸のおりﾡ運きレてミて. そこて ﾡ合 にヌ牧さ え 

たのである。

上, 本村戻による本村左の製材業なみるに, ﾡこね中山林 

疥有 者の 地主 制貧本或 い は ア木材くK.は苦械ﾡを 営 んるい 

ち 工、乙 も あり、 多今にﾡ星制的督本の系 諸を たどっ こいる。

市町林戻によっ て 本村に製材業が進出 したことも ないか 

わりに、 本村民が他比区に製林業を営むものも少い。 ア・ マ 

氏はア・ リ氏の息子にあたるが、 現在従業眞/o人, oP
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の製材工場を, ヌ4・キ民は従業戻6へ, /夕Pの工場を夫 

夫ﾡ能にもフているが, 経巻状態は巻通である。

ここ乙 森林ﾡ合製林部 の 現状に ついていれると、 このきの 

前身はﾡに 注べ た知くてあろが, 昭紀 年ﾡより発足した経 

斉要 正委員会における 林業 部の左 り 方が森林 組合 の前身をな 

すものこみろここがでミる。 司ち山林の育成, 管理によって 

い かな るﾡﾡの材が株れるか或 いは / っ 0製記に 査す る 林を 

生差せ しめるためには、 いかに山 林管理 名すれ ばよ いかの失 

泉工場こ して. 収ををス次的に為えてﾡ足したものである。 

そのころ金巻者ア・ ヤ氏 の協力考 ナ・ ヨ氏はこの地を離れた 

のる. ア・ マ氏にLてをゆすったが ア・ ﾡも本村の市場 

の本少性 ヒ エ場経営の 関u凄の寿いことより, 村に 客7する 

ニビにだった。 これが昭ﾡ/7年//戸である。 工場催朱呉 

も 翌年永 に正式にﾡ甲 契的を森林組合 と結ぶに至った. この 

ころか 42"林車付帯ﾡな有し、 経営は略々無ﾡに行わ 

れるいた。 かくて ス4年3月に現在ゐ 4す送材車付帯ﾡを 

2ワ年 8月にテー ブル帯ﾡを取入れて 意法に ﾡ展 し た。

実際に は 経済車 業 が指静車業 を 支え、 主体的に考えら れる
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が、 赤林名合ではその送の指ﾡ事米が主体的であり、 経着事 

奈は風次ﾡなし のであるという。経有部門に よって之た利盗 

合をる指ﾡ部門に廻レて、 その資全とレているが、 しかし既に 

迷べ たよう にこの 合 o 経済部門=ﾡ材部 のﾡ勤の頭ﾡなこ 

こは多くの人のﾡるこころてある。 この製材部はﾡ7ク○万円 

の 貴金 調 集 て 運転 ミ 丸 てい ろ。 この内ﾡは虫賀金、ﾡ立全な

によるﾡ本金が22○万円, 表協、 ﾡ王銀行、ﾡﾡﾡ者、

え山林有 者などよ りの 借入金 が○○7円であり、 借入 

金 の 割合 は大きい。 森林ﾡ合 ﾡ素接取のために融ﾡさる べさ 

ﾡ林 中央金ﾡよりの借入金はない。製部の票木仕入先はﾡ 

ス と が組合 員 よリで あり、 催か /*ﾡ商技の梅固村よりなこ

れている。 ヌ既売先は毎年一定ではないか. ﾡ能材本商へは 

ルくて. 建築末者, 最ﾡ消ﾡ者たるﾡ家の自泉用材向が多t. 

顕売面 2おける 分外交 は常ﾡ/人 が専ﾡ にこれに当っマいる. 

代金の回牧はこげっき等はﾡんいなく、 劇に 円滑で あり、so 

万円以上の大 口にrは/年位 かかるか、 乏れゝメ下の 小ロ は現急 

で直ムに回収されている. 工場の従業員一製材工、ﾡ役な〜

は#上、ﾡ秀在佳考てあり、 寒4費家福てある. 森林名合
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の損猛き計算書によれは、 表材琴素で利を金/ッ? 万円かあり、 

二 は 業もﾡ盗全 の タクを占める. 現左におけるﾡ材部 

門の健全なる経ぎをみる が 規ﾡは余 りに大せし めほいよ 

シてあるが. しかレ記に本ﾡにﾡてﾡ々たように、 名合の

も的製林経巻がﾡ合 ﾡ全体の利 益に なるか家い は名合の一 

ﾡの こ の の利をになる か にフいそは、尚検言の 要があろ う。

.. 地え 系米若 :

/ g,% /
|裂材+素材奈君

ﾡ8 実委野木林の充ﾡ通程

農家消養農>}• 夕能ﾡ材奈老

,. 木材向ﾡ •ダー

・ 木材才小売ﾡ者

•
出
然̂

百
％

ク5/ん
え安ﾡ者

/ 合素オ來 ※客、3z一--ニゴ
■, 合暴部 ノ

12S%)

こて 東 客野の ホオがいかに市場に流通 するかを才8回に 

よりみてみたい・ 本の山林有者は地えの素材業者に立木 

Yして 売払う わけで あるが、 東ﾡ野素林生産量が約2ooeo 

石であるから、 え業者には昭士処かするこてになる。 麦 

才素者はﾡ更けた立木る くるめて. て、 トラック道まで 

だ" し
"「出し をレて、ﾡ能万ﾡくの町村の木才介業者たる素材 

者ス問に売ﾡす。 飯能おける素林素着は製林ﾡな ﾡね
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るものがうい。銀能のこれらの 業者が直接に 本村山林家 よ り 

買寂る書も 罰 に大きい。 本対の製林業者はﾡにみたよう に局 

人素者は尋相規模であるが、製業全体を眺めるてそは. 鈕. 

合梨林部かあ り、 素材兼者Y比軟になら必大さな意義と 経済 

的力を有して いる。 そ れは本村素材生奉ぬ電み 今s * か 地元 

教林奈者にゆく こYよ りも知られる であろっ。 合製材部は 

とくに 近右ﾡ家向 自 茨消ﾡ林を直接に 出荷レて いるみ か目立 

7が 製材紫者総生ﾡ福の 才もある。今未林相合製村部な 

含めた地え製林素者の 木林夕令の き合は、 ﾡ能泰材ﾡﾡの製 

材業者ヌ は 栄材車 業者 Fス割万、 東京の木材問星 に4ﾡ方, 

スﾡ能以外の盗左の製材夫林業着に / 園］ 5分方ﾡ売レ ている 

が トラック の輸送力 り有利な点か東京市場にの 直ﾡ取引 

の大きいこ とも注目 さ れる。 しかして本 村立木万至素材価 格 

な決定する者は,ﾡ能, 東京の素材崇者, 紫林夫者ヌは木材 

問震 それにﾡえて地元大以林ﾡ有者とみられている。

故後 に 本村の 木価ﾡの ﾡ炭 を失除についてスる みた い 

素材 集者 或 い は森林組合 での調査によると、 立 木価ﾡで 石 当 

り /sc○～ 7e。 円, 造材諾経責うっ○、今○○円, 奏才価格

*商当の長こに王切るこて、ﾡち注材すろことを云う。

*※ 林道すて 才 を 運搬すろこ ヒを い,
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で工場土場又は ト ラ ック道の 中間土城ﾡ レ で N クク 0 円ﾡ像と 

ほる。ﾡ材祭臣の最終高品ﾡﾡはス角 / 等で 36ee 円, 

割ノ等で3クo。 円である. これらを価ﾡﾡ炭的みろなク

, ォみ図よりも分ろように ・ダーず しも- 般的存ノﾡﾡ炭 に は 

一致していほい. 先にものべたが. 立木価ﾡに素材価格のﾡ 

額が復少で しかなく. きこに勃余 価値の入 り 込をむ余地の な い 

こ と かや本村に おい て 素才ﾡの 若立が脆爾な理由が荷われる 

のである。 それと共に理解ごれる他の点は、立太価ﾡの割合 

か最終果 目価格に 比 し 極め て大きいことで 

特異な型態で あ り、 注目す べ ミで あ る が、

オみ四 木材価ﾡﾡ成ﾡ合

25% 5oん /oo

ﾡ 材:価 ﾡ

未ﾡ価為| 一報価

L立ォ短ﾡ」L ________
|泰材価ﾡ ネ村価

暴お価ﾡ

一と

木 価 格 中 に 有 林

地主の 収得 す

る 地べ部かが

ﾡ ﾡめマ多くを

日め、 結高* 

格

れ か 最 名的 に

林崇光代が木材ﾡに も ち込まれて 木お価裕形成 の工に大ョく 

影優し マいるコ とかかるの てある。 本村山林有 酒 の 経済的

・ 
基盤はか>る尽より登生すろであっうこともス見逃し えない

も ので ある。
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あ Yかミ

□ 本調査書は山村における経済株ﾡをﾡするために林 

業村の歴的発及を見ようY したのであるが、 その一 

端Yレマﾡす 山ホの 実 態、を ﾡかにとん としたものてあ 

る。

□調査は昭わ27年より ユタ年にかけ東末並郊の有名林乗 

地埼玉昊入间郡東吾野村匚 おいて、ﾡね古文書、ﾡ場 

資料、 取り登により行われた。

□ 本書に る は 尚大都市 郊 の 山村と し て 者柱矢兼人 ロ 
・

の 流動化 を みんヒしたのである が、 詳田は次の 様に ゆ 

ずる ことにレた。

□ 終始御協力下さスた 東吾野淌復場、ﾡ林名合、 経営信 

導ﾡ並びにホ戻との他の方々に , 或いは御ﾡ尊御認け 

下さった 畑料長はじ め研究室の皆様に写く 感申上 

げます。

昭初 3/年3月

林京談環場経営部 林素経済研究室

小
林木

裕



附 図 表
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なオ衣 明治42、用紅2年(/909～54/)東吾野料人ロ方数表

ﾡ: ( )内の数字は埼王果ﾡき音による

時 点
人 ロ

/P当Aロ
9 数 男 共

・迫42/2. 3/

43.2 3

万
3ダ7 2z 2 2 A

<22子 /248^ 27

347 2448 /27 /23/ 47

44/2. 3/ 377 26○ /222 /238 乙 s

大正 /、/2. 3/ 38o 2炎今O /2o 7 /243

2. /2, 3/ 384 2さ /2o x /242 “

3. /2.3d ダ5 24タ /23 4 /24/ 6. o

2 2. / タィ 255○ /223 /3 27 6. ス

5 /2. / ダ /夕 2548 ノ22 73e 4 6, 2

4. /2.3/ 42 3 2$4○ /22 /3ノ& /
1

7、/2, 3/ 427 2ケ3マ /222 /3/e ・2

8、 /2, 3/ ダ32 2 今マ 今 /232 /3o 3 s ラ
i1

、/2・3/ 37 2生22 /エラ 4 ノ292 $ 8

/o. /2、3/ ダ3 2 s4 6 /2夕3 3ノ3 全 引

/. /o. / 4火3 2529 //P3 ノ334 s, 7

/4./O. / 44 2$63 //み3 /35e s 7

型初 5. /。 / 4今2 2s75 /22S /35e 7 ।

O, ノク, / グ 2532 /23 / e c

/5. /o. / 47 2449 /232 /238 5 s

2o. /. / 6o3 3/aa ・引 外に/タフチオあり

二/、 //. / 538
・ララ/夕
22 名

( /o, ) c 7 S/
s, 5

22 //. /
て s7ら (283

2855
( ミ

............... :
ij

23. .. /
( soz ) 
5o5

(2532方 
28$8

(73ラ3) (ペ3ラ)
s 7

2、. /
( マラる) 
S2°

c287の)
2 &名4

( ブ<oラ (/c7
7

25. /. / s○ / 283& 42 3 /<5 7

24. //• / 49 3 27タ2 /a。 8 /98d s 7

27. . / 4as 2745 /389 /3 74 6 7

28、6. / 夕7 2726 /344 /34o

29. . / 4タノ 2725 /35タ /344 ・5
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